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阿蘇山の大噴火（ＡＳＯ４）
ＡＴ（姶良カルデラ爆発）
上網田町田平遺跡でナイフ形石器を使用

押型文や撚糸文土器が作られる

Ａｈ（鬼界カルデラ爆発－アカホヤ）

条痕文や沈線文土器（轟式・曽畑式土器）が作られる
太型凹文（阿高式土器）が作られる
磨消縄文土器（西平式土器）が作られる
凸帯をめぐらした土器が作られる
低湿地に集落を作り，水稲耕作を行う
朝鮮系無文土器が見られる（宇土城・石ノ瀬）

北部九州に甕棺墓が盛行（宇土半島まで分布）

宇土半島基部に，竪穴式石室に割竹形木棺を納めた前方後円墳が造られる
宇土半島基部の前方後円墳が巨大化し，竪穴式石室に舟形石棺を納める（向野田古墳）

横穴式石室が造られる（城二号墳）

横穴式石室が主流となる，装飾古墳盛期
筑紫君磐井の乱
不知火，松橋地方で須恵器の生産始まる
宇土半島や天草地方で製塩が行われる

このころ肥後国成立
このころから肥後で寺院の建立がはじまる
太宰府，筑前大野，肥後鞠智城を修築

宇土郡大宅郷の戸主として額田部君得万呂（正倉院文書）
浄水寺の南大門開基の碑文建立

清原元輔，肥後守となる

聖光（筑後）善導末寺（伊津野）西光院を建立する
寒巌義尹，尼修寧とともに如来院を草創
（宇土如来寺釈迦如来胎内銘）
寒巌義尹，素妙尼の招きで如来寺を創建
寒巌義尹，河尻泰明の外護で大慈寺（熊本市）を創建
寒巌義尹没，年８１

少弐頼尚三日寺（如来寺）に宿営
征西将軍宮懐良親王，宇土津に来着
宇土壱岐守高俊五輪塔銘
名和氏，伯耆国（島根県）より八代に移住

名和顕忠，高田攻撃（相良，名和氏の抗争開始）
宇土為光，菊池能運から守護職を奪う
菊池能運，隈府を回復し宇土為光を殺害
名和顕忠，八代古麓城を開城（相良氏入城）　その後、宇土城（西岡台）に入る

人類の出現

土器の使用が始まる
竪穴住居が作られ，集落を営む
ようになる
漁労活動が盛んになり，貝塚が
造られ始める

稲作技術が朝鮮半島から伝来
この頃，北部九州に王墓が造ら
れはじめる

倭の奴国王，漢の光武帝より
印綬を受ける
倭国王帥升，後漢に生口献ず
耶馬台国の卑弥呼，魏に朝貢

近畿地方に大古墳築かれる

倭王，中国に朝貢

仏教伝来
大化の改新
白村江の戦い

平城遷都

平安遷都

鎌倉幕府成立

建武の中興
室町幕府成立

南北朝合一
応仁・文明の乱

鉄砲伝来
キリスト教伝わる
室町幕府滅亡

後期旧石器
縄文草創期
縄文早期

縄文前期

縄文中期
縄文後期
縄文晩期
弥生前期

弥生中期
弥生後期

魏景初 ３

古墳前期

古墳中期

古墳後期
（継体）２１

（欽明）１３
（大化）  １
（天智）  ２
（持統）  ８
（持統）１０
（文武）  ２
和銅　  ３
天平勝宝２
延暦　  ９
延暦　１３
寛和　  ２

寛喜年間
正元　  ２

文永　  ６
弘安　  ６
正安　  ２
建武　  １
暦応　  １
興国　  ７
正平　  ３
正平　  ５
正平　１３
明徳　  ３
応仁　  １
文明　１４
文亀　  １
文亀　  ３
永正　  １
天文　１２
天文　１８
天正　  １
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１
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１１

１９
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1663
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１７６９
１７７２

１７８０
１７８４頃
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１７８９
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１８６８
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１８７９
１８８０
１８８４
１８９１
１８９２
１８９４
１８９５
１８９６
１８９９

１９０２

１９０４
１９０７
１９１０
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宇土城主名和顕孝，秀吉に降伏
豊臣秀吉宇土城（西岡台）に至る　加藤清正に宇土城を守らせる
豊臣秀吉，佐々成政に肥後国を与える
名和顕孝大坂へ　名和顕孝の弟顕輝宇土城で反乱を起こす
名和顕孝の弟顕輝，薩摩出水で自尽，年１９
豊臣秀吉，佐々成政に自尽を命じる
秀吉，肥後国を加藤清正，小西行長に与える
小西行長宇土城に入る
小西行長宇土城（城山）築城開始
加藤・小西，天草五人衆を討つ

行長滅亡。清正，肥後全領（天草・球磨を除く）を拝領

加藤清正没，年５０
細川忠利，熊本城に入る
天草・島原の乱起こる
細川宮松（行孝）に宇土三万石を内分
細川行孝宇土に入る
轟泉水道完成
宇土町を准町とする
宇土細川藩主細川興文が学問所温知館を設立
細川興文，轟泉水道を馬門石で改修
細川興文（月翁）隠居願出
桂原（宇城市不知火町）の蕉夢庵成る
宇土町５丁目橋石橋懸替認可
細川月翁網津に鹿夢亭を営む
細川月翁没，年６３

雲仙眉山崩落，寛政の大津波
網田焼創業（一説，寛政４年４月）
網田焼御用献上中止，産物受込方引受
花園堤築立，宇上川吐合築切，樋発塘掘切工事成る
定府屋敷を整備するため埋立工事

版籍奉還　細川韶邦は熊本藩知事，相良頼基は人吉藩知事となる

宇土第百三十五国立銀行創業
自助社を宇土に創設
三角港起工（明治２０年８月１５日開港）
熊本電燈会社開業
私立鶴城学館設立許可（１１月１７日，仮開館）

九州鉄道川尻松橋間開通，宇土・松橋停車場開業
営業満期前特別処分，株式会社九州商業銀行と商号変更
九州商業銀行本店を熊本市に移し，宇土に支店を置く
九州鉄道三角線開通，住吉・網田・三角停車場開業
私立鶴城学館閉館
九州商業銀行破産宣告

九州鉄道株式会社国有鉄道に買収

県立宇土中学校設立

日本合成化学工業株式会社熊本工場創業開始
宇土町の中心部空襲

町村合併，宇土町・花園村・轟村・緑川村・網津村を廃して宇土町とする

網田村を宇土町に編入，宇土市制施行
市役所新庁舎落成

豊臣秀吉の全国統一
文禄の役（朝鮮出兵）
慶長の役（朝鮮出兵）
関ケ原の戦い
江戸幕府成立

フランス革命

大政奉還
明治維新

西南の役

３・１７国会期成同盟を結成

日清戦争

日露戦争

日韓併合

日中戦争

８・９長崎に原子爆弾投下
日本国憲法公布

国際連合加盟

沖縄返還
東西ドイツ統一
阪神淡路大震災

天正　１５

天正　１６

天正　１７

天正　１８
天正　２０
慶長　  ２
慶長　  ５
慶長　  ８
慶長　１６
寛永　  ９
寛永　１４
正保　  ３
慶安　  ５
寛文　  3
宝暦　  ６
宝暦年間
明和　  ６
明和　  ９
明和年間
安永　  ９
天明年間
天明　  ５
天明　  ９
寛政　  ４
寛政　  ５
文政　  ５
安政　  ２
元治　  １
慶応　  ３
明治　  １
明治　  ２
明治　１０
明治　１２
明治　１３
明治　１７
明治　２４
明治　２５
明治　２７
明治　２８
明治　２９
明治　３２

明治　３５

明治　３７
明治　４０
明治　４３
大正　１０
昭和　１２
昭和　１６
昭和　２０
昭和　２１
昭和　２９
昭和　３１
昭和　３３
昭和　４０
昭和　４７
平成　  ２
平成　  ７

４
４
６
4
4
閏５
閏５
６

１１
９

１０
２
６
１２
１０
６

６
１

１１

７

４

４
１１

１０

１

４
４
５

１０

１
９
５
１２
４
１２

７

４

９
８

４

１０
５

１

１７
２１
２

１６
１４

２８

１

１２
２４
９

２１

５

１

１５

２６

２８
３０
１５
１
１
１４

１

１１

１
１０

１

１
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生　

没　

年

詳　　細
名　

前

洗　

礼　

名

父
の
立
佐
（
隆
佐
）
は
、
天
正
14
年
（
１

５
８
６
）
か
ら
石
田
三
成
と
と
も
に
堺
（
大

阪
府
）
の
代
官
（
奉
行
）
と
な
り
、
兄
の
如

清
も
堺
奉
行
に
就
い
て
い
ま
す
。
小
西
家
が

豪
商
で
あ
っ
た
こ
と
、
父
・
兄
が
堺
支
配
に

お
い
て
重
用
さ
れ
、豊
臣
期
に
堺
奉
行
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
豊
臣
秀
吉
の
も
と
で
行
長
が
台

頭
す
る
直
接
の
背
景
と
な
り
ま
し
た
。

近
世
宇
土
城
（
城
山
）
は
、
海
・
河
口
部
の

取
り
込
み
を
強
く
意
識
し
た
城
郭
で
し
た
。

近
世
宇
土
城
（
城
山
）
の
主
郭
部
分
の
北

方
、
塩
田
地
区
に
は
１
０
０
軒
以
上
の
家
臣

屋
敷
の
区
画
が
、
南
北
の
６
筋
の
道
に
沿
っ

て
整
然
と
並
び
、
そ
の
区
画
ご
と
に
堀
状
の

溝
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
掘

割
の
河
水
が
家
臣
屋
敷
の
区
画
に
ま
で
毛
細

化
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
家
臣
屋
敷
の
区
画
性
は
家
臣

の
独
立
性
、
小
西
氏
家
臣
団
の
組
織
度
の
弱

さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
が
、
同
時
に
行
長
と

共
に
国
元
を
留
守
が
ち
な
家
臣
団
が
、
留
守

宅
の
防
禦
の
た
め
こ
の
よ
う
な
屋
敷
形
態
を

と
ら
せ
た
と
も
い
え
ま
す
。

新
城
築
城
と
同
じ
頃
、
天
草
で
は
天
草
国

人
一
揆
が
起
こ
り
ま
し
た
。
原
因
は
天
草
国

人
衆
が
新
城
の
普
請
へ
の
参
加
を
断
っ
た
こ

幼
い
頃
、
父
の
影
響
で
キ
リ
ス
ト
教
に
入

信
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、天
正
13
年
（
１

５
８
５
）
の
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
に
は
、

天
正
12
年
（
１
５
８
４
）
に
洗
礼
を
受
け
た

と
書
か
れ
て
お
り
、は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
る
ま
で
の
行
長

の
動
き
は
、
史
料
が
乏
し
い
た
め
に
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
説
に
は
、
備
前
・
美
作
（
岡
山
県
）
を

治
め
て
い
た
宇
喜
多
直
家
に
仕
え
て
お
り
、

直
家
が
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
を
通
じ
て
織
田

信
長
に
降
伏
し
た
際
の
連
絡
役
を
務
め
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
８
年
（
１
５
８
０
）
頃
か
ら
父
・
立

佐
（
隆
佐
）
と
と
も
に
秀
吉
に
重
用
さ
れ
、

天
正
９
年
（
１
５
８
１
）
に
播
磨
室
津
（
兵

庫
県
）
で
所
領
を
得
て
、
天
正
10
年
（
１
５

８
２
）
に
は
小
豆
島
（
香
川
県
）
の
管
理
を

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
に
あ
り

ま
す
。
天

草
国
人
衆

は
、
天
正

15
年
（
１

５
８
７
）

に
起
き
た

肥
後
国
衆

一
揆
（
行

長
・
清
正

以
前
に
肥

後
領
主
と

な
っ
た
佐
々
成
政
の
時
代
に
起
き
た
地
元
勢

力
の
反
乱
）
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

天
草
五
人
衆
は
秀
吉
か
ら
直
接
領
地
を
安

堵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
行
長
に
対
し
て

対
等
な
立
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
、

行
長
へ
の
助
力
を
拒
ん
だ
理
由
だ
と
み
ら
ま

豊
臣
政
権
に
お
い
て
、
行
長
は
領
国
を
持

ち
つ
つ
、秀
吉
と
諸
大
名
を
取
り
結
ぶ「
取
次
」

と
し
て
動
き
、
秀
吉
の
命
令
を
伝
達
す
る
だ

け
で
な
く
、
現
地
の
情
勢
に
応
じ
て
武
将
と

相
談
し
、
秀
吉
の
命
令
意
図
を
実
行
で
き
る

立
場
に
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
行
長
は
天
正
11
年
（
１
５
８
３
）

に
舟
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
よ
う
で
、
天
正
12

年
（
１
５
８
４
）
に
は
紀
州
雑
賀
攻
め
に
際

し
て
水
軍
を
率
い
て
参
戦
、
天
正
14
年
（
１

５
８
６
）
に
は
赤
間
関
（
山
口
県
）
ま
で
の

兵
糧
を
輸
送
し
た
後
、
平
戸
（
長
崎
県
）
に

向
か
い
、
松
浦
氏
の
警
固
船
出
動
を
監
督
し

ま
し
た
。
翌
天
正
15
年
（
１
５
８
７
）
の
九

州
征
伐
の
時
に
は
、
薩
摩
の
現
薩
摩
川
内
市

に
あ
っ
た
平
佐
城
攻
略
の
搦
手
口
の
大
将
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

す
。五
人
衆
の
拒
絶
を
受
け
て
、行
長
は
ま
ず
、

天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
10
月
23
日
に
一
揆

の
中
心
人
物
・
志
岐
麟
泉
（
鎮
経
）
と
交
戦

し
勝
利
を
挙
げ
る
と
、
次
い
で
志
岐
城
を
攻

略
、
志
岐
勢
を
本
丸
に
追
い
詰
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
月
28
日
に
は
渡
海
し
て
き
た
加
藤

清
正
の
軍
勢
も
加
わ
り
、
11
月
８
日
に
完
全

制
圧
を
果
た
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
敵
対
行

動
を
取
っ
て
い
た
天
草
伊
豆
守
の
本
渡
城
も

11
月
25
日
に
落
城
し
、
天
草
五
人
衆
と
い
わ

れ
る
天
草
国
人
衆
の
割
拠
基
盤
は
壊
滅
し
ま

し
た
。

行
長
の
天
草
出
兵
に
際
し
て
、
一
般
的
に

は
行
長
自
身
で
は
一
揆
を
鎮
圧
で
き
ず
、
清

正
に
援
軍
を
頼
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
情
は
違
い
ま
す
。
行
長
は
清
正
の

渡
海
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
説
得
し
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
天
草
攻
略
に
強
引
に
割
り

天
正
16
年（
１
５
８
８
）、行
長
は
、肥
後（
球

磨
郡
を
除
く
）
の
南
北
半
国
ず
つ
を
加
藤
清

正
と
共
に
豊
臣
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し
た

（
行
長
は
肥
後
南
半
の
宇
土
、
八
代
、
益
城
な

ど
を
領
有
）。

行
長
は
肥
後
入
国
当
初
、
豊
臣
秀
吉
が
九

州
出
兵
に
際
し
名
和
氏
か
ら
接
収
し
た
中
世

宇
土
城
（
西
岡
台
）
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
世
宇
土
城
は
山
城
的
様
態
、
小

規
模
な
城
下
形
態
で
あ
っ
た
た
め
、
行
長
は

入
国
後
ま
も
な
く
新
城
の
築
造
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

新
城
は
中
世
宇
土
城
（
西
岡
台
）
の
東
、

約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
低
丘
陵
上
に
築

か
れ
ま
し
た
。
近
世
宇
土
城
（
城
山
）
は
、「
外

構
」＝
石
ノ
瀬
城
、「
町
」＝
宇
土
町
、「
城
」＝

宇
土
城
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
石

ノ
瀬
城
は
近
世
宇
土
城
（
城
山
）
を
防
御
す

る
出
城
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

行
長
は
、宇
土
の
町
筋
を
近
世
宇
土
城
（
城

山
）
に
取
り
込
み
、
拡
大
整
備
し
て
城
下
町

と
し
て
機
能
さ
せ
、
船
場
川
を
外
堀
に
見
立

て
、
そ
の
外
側
の
薩
摩
街
道
の
出
口
の
位
置

に
石
ノ
瀬
城
を
配
し
た
広
大
な
城
域
を
構
想

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
、「
惣

構
」
と
い
い
ま
す
。

か
つ
て
は
「
惣
構
」
に
沿
っ
て
掘
割
が
め

ぐ
り
、掘
割
は
城
の
主
郭
部
分（
本
丸・ニ
ノ
丸
・

三
ノ
丸
）
の
大
手
を
中
心
に
伸
び
、
主
郭
部

分
の
一
角
に
は
瓢
箪
渕
と
い
う
潮
入
り
・
船

入
り
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

込
ん
で
き
た
た
め
、
両
人
で
一
揆
を
制
圧
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

天
草
諸
島
は
、
天
草
国
人
衆
の
も
と
で
活

動
す
る
海
上
勢
力
の
地
盤
で
あ
り
、「
唐
入
」

を
ひ
か
え
て
、
海
上
勢
力
・
海
上
能
力
の
掌

握
を
課
題
と
す
る
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
、
天

草
統
治
は
非
常
に
重
要
で
し
た
。

豊
臣
秀
吉
を
魅
了
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

小
西
行
長
の
生
い
立
ち

行長を取り巻く人々

肥
後
入
国
以
前

肥
後
半
国
の
大
名
へ

小
西
行
長

堺の豪商で，史料によっては隆
佐とも書かれています。天文2年
（1533）頃堺に生まれ，永禄3年
（1560）から同7年（1564）の間，
京都においてキリシタンとなり，宣
教師の使者となって織田信長を訪
ねました。天正8年（1580）頃か
ら羽柴（豊臣）秀吉に重用され，
同13年（1585）頃から河内・和
泉両国の蔵入分代官となり，翌
年には石田三成とともに堺政所に
任じられました。天正15年（1587）
には九州征伐の兵糧徴収に派遣
され，翌年には秀吉の代理人とし
て南蛮船がもたらした生糸の優先
買い付けのため，肥前国長崎に
赴いています。文禄の役に際し，
肥前国名護屋で発病し，堺に戻り，
文禄元年（1592）京都で亡くなり
ました。

関ヶ原合戦以前に亡くなったようで
す。これをきっかけに行長は聖堂付
きの立派な墓地を設けました。

？ 

〜 

１
５
９
２

？ 

〜 

？

母
　
ク
ワ
サ

父
　
立
佐
（
隆
佐
）

ジ
ョ
ウ
シ
ン

マ
グ
タ
レ
ナ

女（
マ
グ
タ
レ
ナ
）

立
佐（
隆
佐
・
ジ
ョ
ウ
シ
ン
）

永
俊（
カ
タ
リ
ナ
）

如
清（
ベ
ン
ト
）

隼
人

与
七
郎

女（
ル
シ
ア
）

女（
ジ
ュ
ス
タ
） 女（
マ
リ
ア
）

女男 妙
身

主
殿
介（
ペ
ド
ロ
）

行
長（
ア
ゴ
ス
チ
ノ
）

小西行長
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小西行長

小
西
行
長

小
西
行
長



（
集
落
・
町
）
を
城
壁
で
囲
ん
だ
朝
鮮
側
の
城

が
あ
っ
た
所
で
す
。

し
か
し
、
行
長
は
こ
れ
を
使
わ
ず
、
こ
こ

に
隣
接
す
る
海
に
飛
び
出
し
た
よ
う
な
丘
陵

に
熊
川
倭
城
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の
地
は
日

本
と
の
交
易
が
非
常
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
う
い
う
意
味
で
水
運
の
便
利
な
場
所

で
し
た
。
そ
こ
に
行
長
が
城
を
築
け
ば
、
当

然
多
く
の
船
が
停
泊
で
き
る
良
好
な
港
湾
を

備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

熊
川
倭
城
は
、
山
頂
に
日
本
で
い
え
ば
本

丸
や
二
の
丸
の
よ
う
な
区
画
が
あ
っ
て
、
そ

こ
か
ら
防
御
の
た
め
に
石
垣
を
山
の
下
に

ず
っ
と
バ
リ
ケ
ー
ド
の
よ
う
に
の
ば
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
石
垣
の
築
き
方
は
、
日

本
国
内
で
は
見
ら
れ
ず
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に

朝
鮮
に
渡
り
、そ
の
朝
鮮
で
大
名
た
ち
が
造
っ

た
城
で
は
若
干
こ
の
よ
う
な
防
御
施
設
を

使
っ
て
い
る
事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的

に
は
こ
れ
ら
倭
城
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
朝
鮮
に
攻
め
込
ん
だ
そ
の
戦
い

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
技
術
が
発
達

し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

独
立
し
た
丘
陵
の
山
頂
か
ら
山
麓
に
か
け

て
バ
リ
ケ
ー
ド
の
よ
う
に
石
垣
が
の
び
て
お

り
、
そ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
中
に
行
長
が
館

を
構
え
て
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
山

の
上
か
ら
下
ま
で
続
い
て
い
る
石
垣
は
、
塀

の
よ
う
に
山
頂
と
山
麓
を
つ
な
い
で
、
敵
の

侵
入
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
城
壁
や
本
丸
、
二
の
丸
の
よ
う
な

区
画
、
天
守
台
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら

く
こ
の
天
守
台
の
上
に
は
、
何
階
建
て
か
の

天
守
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

熊
川
は
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
発
祥
の
地
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
行
長
が
熊
川
倭
城

に
宣
教
師
の
セ
ス
ペ
デ
ス
を
招
き
、
そ
こ
で

彼
が
活
動
し
て
い
た
た
め
で
、
韓
国
に
初
め

て
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
っ
た
発
祥
の
地
、
あ

る
い
は
発
祥
地
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

順
天
と
い
う
所
も
、
元
々
は
町
を
囲
ん
だ

朝
鮮
側
の
城
が
あ
っ
た
所
で
す
。
と
こ
ろ
が

行
長
は
こ
こ
で
も
朝
鮮
側
の
城
は
利
用
し
な

い
で
、
こ
の
海
に
突
き
出
た
所
に
新
た
に
城

を
築
い
て
い
ま
す
。

順
天
倭
城
は
、
城
壁
が
五
重
に
あ
っ
て
、

外
側
を
落
と
し
て
も
ま
だ
内
側
に
城
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
は
絶
対
に
落
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
朝
鮮
側
の
記
録
な
ど
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
５
階
建
て
く
ら
い
の
規
模
を

も
っ
た
天
守
が
築
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
で
も
城
外
側
と
城
内
側
、
そ
し
て
中

央
に
水
堀
の
跡
が
し
っ
か
り
と
残
っ
て
お
り
、

行
長
が
築
い
た
城
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
が
、
歩
い
て
わ
か
る
よ
う
な
、

良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。
絵
画
資
料

に
よ
る
と
、
石
垣
が
非
常
に
多
く
使
わ
れ
て

お
り
、
石
垣
の
上
に
築
地
塀
が
あ
っ
て
、
そ

の
塀
に
は
鉄
砲
を
撃
つ
た
め
の
穴
が
た
く
さ

ん
開
い
て
い
ま
す
。

文
禄
元
年
（
１
５
９
２
）
に
始
ま
っ
た
文

禄
の
役
で
は
、
対
馬
領
主
・
宗
義
智
と
と
も

に
第
一
軍
と
し
て
朝
鮮
へ
出
陣
し
ま
し
た
。

行
長
た
ち
の
軍
は
漢
城
（
現
ソ
ウ
ル
）
を
陥

落
す
る
な
ど
の
活
躍
を
み
せ
ま
す
が
、
そ
の

後
戦
況
は
こ
う
着
し
ま
し
た
。そ
の
間
、行
長
・

石
田
三
成
ら
が
中
心
と
な
り
、
和
平
交
渉
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

朝
鮮
出
兵
の
際
、
日
本
軍
は
朝
鮮
半
島
南

岸
に
た
く
さ
ん
の
日
本
型
の
城
郭
を
築
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
倭
城
と
い
い
、
行
長
も
熊
川

倭
城
を
築
城
し
て
い
ま
す
。

一
旦
は
和
平
が
成
立
し
ま
す
が
、
す
ぐ
に

決
裂
し
て
し
ま
い
、慶
長
２
年
（
１
５
９
７
）、

再
度
朝
鮮
へ
の
進
攻
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
慶
長
の
役
と
い
い
、
行
長
は
加
藤
清
正

と
共
に
先
鋒
に
任
命
さ
れ
、
南
原
城
攻
略
な

ど
の
活
躍
を
み
せ
ま
す
が
、
慶
長
３
年
（
１

５
９
８
）、
秀
吉
の
死
に
よ
っ
て
戦
い
は
終
結

し
ま
し
た
。

行
長
は
、
朝
鮮
・
明
と
の
交
渉
役
に
任
命

さ
れ
ま
す
。
朝
鮮
出
兵
が
始
ま
る
以
前
か
ら

朝
鮮
と
は
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
豊
臣
秀

吉
の
意
向
に
沿
う
こ
と
は
で
き
ず
、
つ
い
に

し
び
れ
を
切
ら
し
た
秀
吉
が
朝
鮮
へ
渡
海
を

決
断
し
、
文
禄
の
役
が
始
ま
り
ま
す
。
行
長

は
破
竹
の
進
撃
を
果
た
し
ま
す
が
、
文
禄
２

年
（
１
５
９
３
）
１
月
５
日
、
朝
鮮
・
明
連

合
軍
の
攻
撃
に
よ
り
、
大
敗
北
を
喫
し
ま
す
。

そ
の
後
日
本
軍
の
朝
鮮
攻
略
は
膠
着
し
、
兵

糧
不
足
が
表
面
化
す
る
中
で
、
明
と
の
和
議

交
渉
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
和
議
交
渉
の
な
か
で
明
側
か
ら
秀

吉
の
降
伏
文
書
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

秀
吉
が
そ
れ
を
容
認
す
る
は
ず
も
な
く
、
結

局
行
長
と
明
の
使
者
・
沈
惟
敬
が
協
議
し
て

秀
吉
の
降
伏
文
書
を
偽
作
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
事
態
を
で
き
る
だ
け
は
や
く
解
決
す
る
た

め
の
行
為
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
以
上
戦
が
長

引
き
、
豊
臣
政
権
が
疲
弊
す
る
こ
と
を
防
ご

う
と
行
長
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

文
禄
５
年
（
１
５
９
６
）
９
月
、
明
使
節

が
大
坂
城
の
秀
吉
の
も
と
に
や
っ
て
き
ま
す
。

秀
吉
は
こ
れ
を
明
が
秀
吉
に
和
平
を
請
う
使

者
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
の

使
者
が
「
汝
を
国
王
と
為
す
」
と
い
っ
た
こ

と
で
秀
吉
が
激
怒
し
、交
渉
の
主
導
者
で
あ
っ

た
行
長
の
首
を
斬
ろ
う
と
し
た
、
と
一
般
的

に
は
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
謁
見
自

体
は
無
事
終
了
し
た
の
で
す
。
事
前
に
こ
う

い
う
形
で
和
議
交
渉
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
行
長
は
は
っ
き
り
と
秀
吉
に
報
告
・

連
絡
し
て
い
ま
す
。
行
長
は
秀
吉
の
意
向
を

ふ
ま
え
て
明
と
の
交
渉
を
し
て
い
ま
し
た
。

秀
吉
を
怒
ら
せ
た
の
は
、
自
力
で
手
に
入

れ
た
朝
鮮
半
島
の
南
半
分
を
手
放
し
、
朝
鮮

か
ら
日
本
軍
を
撤
退
せ
よ
と
明
側
に
迫
ら
れ

た
た
め
で
す
。
そ
し
て
結
局
、
朝
鮮
再
出
兵

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

行
長
は
熊

川
を
拠
点
の

ひ
と
つ
に
し

ま
し
た
。
熊

川
と
い
う
所

は
熊
川
邑
城

と
い
う
邑

立佐の長男で，天正7年（1579）
頃までは法華宗徒でしたが，まもな
くキリシタンとなり，同16年（1588）
5月10日付けのイエズス会総長宛
五畿内信徒代表者の連署状に署
名しています。羽柴（豊臣）秀吉に
重用され，室津や堺で要職に就い
ていました。立佐の死後，父の職
を継承し，堺の代官になったものと
考えられます。

行長の異母弟とされ，行景，長元
ともいわれます。隈庄城代を務めた
ようです。一説には主殿介が隈庄
城代だとも。慶長5年（1600）の加
藤清正による宇土城攻では，不在
の行長に代わって宇土城代として
奮戦します。当時麦島城代であっ
た小西行重に 援軍要請を行いまし
たが，加藤軍によって阻止されたも
のの，その後も善戦しました。しか
し行長の敗北を聞かされ，家臣の
助命と引き換えに自刃しました。

母は不詳。朝鮮出兵に際して行長
とともに出陣しました。行長軍は一
旦は平壌城を占拠しましたが，文禄
2年（1593）正月7日，明・朝鮮連
合軍の総攻撃を受けました。行長
は命からがら撤退しましたが，与七
郎はこの戦いで戦死しました。

母は不詳。一説によると隈庄城代
を務めたとされていますが，隼人が
務めたともいわれています。 天草国
人一揆では，水野六左衛門（勝成）
を従えて志岐城攻に参戦し，朝鮮
出兵にも出陣したようです。

関ヶ原合戦後，親類ともども捜索さ
れ，徳川家康は彼女らを助命したと
いわれています。しかしその後の消
息は不明です。

１
５
６
１ 

〜 

１
６
０
０

？ 

〜 

？

？ 

〜 
１
５
９
３

？ 

〜 

？

？ 

〜 

？

？ 

〜 

？

弟
　
隼 

人

兄
弟
　
与
七
郎

姉
妹

妻

兄
弟
　
﹇
主
殿
介
﹈

兄
　
如 

清

ベ
ン
ト

生　

没　

年

詳　　細
名　

前

洗　

礼　

名

ル
イ
ス

ル
シ
ア

ペ
ド
ロ

ジ
ュ
ス
タ

皆吉久右衛門（続能）の子といわれ
ており，行長との間に妙身をもうけ
ました。後に島津忠清のもとに身を
寄せ，忠清との間に一女桂安が生
まれます。桂安は島津家久の側室
となり，二代藩主となる光久を生み
ました。関ヶ原合戦後，大名は人
質として妻子を江戸城へ送ることと
なり，桂安が江戸に移る際には永
俊も同行しました。しかし，江戸で
永俊がキリシタンであることが発覚し，
薩摩へ帰ることになります。何度も
改宗を迫られた永俊でしたが，改宗
を受け入れないことから，種子島へ
追放の身となり，さらに娘の妙身，
孫娘の・於鶴・満津も種子島へ
の島送りとなってしまいました。 永俊
は種子島で13年過ごし，慶安2年
（1649），75歳で亡くなりました。

関ヶ原合戦後，行長の12歳になる
嫡男は騙されて大坂に送られ，輝
元の命令で斬首され，その首は徳
川家康もとに送られました。しかし
家康は卑劣な行為であるとして首を
受け取らなかったといわれています。

志岐城代・日比屋了荷の子である
小西弥右衛門に嫁ぎましたが，弥
左衛門はマカオに追放され，亡く
なっています。その後の消息は不
明です。

宗義智に嫁ぎますが，関ヶ原合戦
後，離縁され長崎に送られました。
慶長10年（1605），同地で亡くな
りました。

１
５
７
４ 

〜 

１
６
４
９

？ 

〜 

１
６
０
０

？ 

〜 

？

？ 

〜 

１
６
０
５

息
子

娘

娘

妻
　
永 

俊

カ
タ
リ
ナ

生　

没　

年

詳　　細
名　

前

洗　

礼　

名

マ
リ
ア

母は永俊。有馬式部大輔のもとへ
嫁ぎ，満津が生まれ，後に薩摩へ
移り，島津家家臣・喜入忠政と再
婚します。忠政との間に於鶴（津留）
が生まれました。 後に種子島へ島
送りとなり，万治３年（１６６０），同
地で亡くなりました。

？ 

〜 

１
６
６
０

娘 妙
身

朝
鮮
出
兵

和
議
交
渉

小西行長
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島
原
の
乱
で
一
揆
の
総
大
将
を
務

め
た
天
草
四
郎（
益
田
四
郎
時
貞
）は
、

一
揆
の
直
前
ま
で
江
部
村
（
現
宇
土

市
旭
町
）
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
江

部
に
来
る
前
は
宇
土
市
本
町
５
丁
目

の
平
四
郎
の
家
に
住
ん
で
い
た
と

も
、
三
日
山
如
来
寺
で
学
ん
だ
こ
と

が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
郎
の
家
族
は
江
部
村
庄
屋
次
兵
衛

の
脇
屋
（
離
れ
屋
）
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
次
兵
衛
の
屋
敷
跡

は
不
明
で
、
ま
た
天
草
四
郎
が
居
住

し
て
い
た
脇
屋
の
位
置
に
つ
い
て
の

記
録
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
島
原
の

乱
が
勃
発
し
た
後
も
四
郎
の
母
・
姉

門
内
界
隈
は
江
戸
時
代
の
宇
土
細

川
藩
の
家
臣
た
ち
の
武
家
屋
敷
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
家
並
み

や
区
画
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
っ
て

い
ま
す
。 「
宇
土
武
家
屋
敷
（
陣
屋
）

絵
図
」
を
み
る
と
、
宇
土
御
屋
敷
を

囲
む
よ
う
に
北
東
か
ら
南
西
（
新
小

路
〜
八
代
道
）
に
か
け
て
武
家
屋
敷

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
家
屋
敷

は
、大
き
く
宇
土
御
屋
敷
の
北
側
（
本

町
筋
側
）
か
ら
八
代
道
に
む
け
て
の

区
画
、「
本
丁
」
通
り
を
挟
み
、
宇

土
御
屋
敷
の
南
西
側
対
面
か
ら
八
代

道
方
面
に
向
け
て
の
区
画
、
さ
ら
に

「
裏
丁
」
通
り
を
挟
ん
で
、
宇
土
御

一
門
は
未
だ
江
部
村
に
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
迎
え
に
行
っ
た
姉

婿
ら
が
捕
ら
え
ら
れ
、
取
調
べ
に
よ

り
四
郎
の
母
・
姉
・
宿
主
の
江
部
村

庄
屋
次
兵
衛
一
家
が
捕
縛
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
島
原
の
乱
は
、

寛
永
15
年
（
１
６
３
８
）
２
月
28
日

に
原
城
が
落
城
、
天
草
四
郎
が
討
ち

取
ら
れ
、
幕
府
軍
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ

れ
ま
し
た
。

船
場
町
・
石
小
路
町
付
近
は
、
江

戸
時
代
は
じ
め
か
ら
宇
土
細
川
藩
蔵

屋
敷
、
船
手
奉
行
屋
敷
を
は
じ
め
御

船
手
衆
、
弓
衆
、
鉄
砲
衆
な
ど
の
、

武
家
屋
敷
が
設
け
ら
れ
、
荷
物
の
集

積
場
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
船
着
場
の
横
に
石
造
眼
鏡
橋
が

あ
り
ま
す
。 

眼
鏡
橋
の
建
造
年
代
に
つ

い
て
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
江

戸
時
代
末
期
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。
規

模
は
長
さ
13
．
７
メ
ー
ト
ル
、
幅
４
．

１
メ
ー
ト
ル
の
単
一
ア
ー
チ
橋
で
、

石
材
は
宇
土
市
網
津
町
で
採
れ
る
馬

門
石
と
安
山
岩
で
す
。
熊
本
藩
で
は

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
石
造
眼
鏡
橋
が
数
多
く
造
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
船
場
橋
も
同
時
期
の

も
の
と
思
わ
れ
、
現
在
道
路
改
修
な

ど
で
眼
鏡
橋
が
数
少
な
く
な
る
な
か
、

保
存
状
態
も
良
く
、
貴
重
な
文
化
財

で
す
。

ま
た
、
船
場
川
両
岸
の
エ
ノ
キ
は
、

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
10
月
９
日

に
宇
土
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
指
定
さ
れ
た
10
本

の
エ
ノ
キ
の
う
ち
、
６
本
は
右
岸
の

石
小
路
町
に
、
４
本
は
左
岸
の
船
場

町
に
あ
り
ま
し
た
が
、
船
場
町
側
の

巨
樹
２
本
が
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

の
台
風
19
号
で
倒
れ
た
た
め
に
指
定

か
ら
解
除
さ
れ
、
現
存
す
る
も
の
は

８
本
で
す
。
そ
の
中
で
、
幹
囲
３
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
現
在
石
小

路
町
側
に
３
本
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

最
も
古
い
も
の
で
樹
齢
は
１
５
０
〜

２
０
０
年
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

馬
門
ピ
ン
ク
石
で
造
ら
れ
た
船
場

橋
と
エ
ノ
キ
の
古
木
が
立
ち
並
ぶ
姿

は
、
宇
土
市
民
の
ふ
る
さ
と
の
風
景

で
す
。

屋
敷
か
ら
八
代
道
方
面
に
向
け
て
の

南
側
の
区
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
宇
土
御
屋
敷
の
南
西
対
面
に
間

口
30
間
（
約
54
メ
ー
ト
ル
）、
奥
行

き
28
間
（
約
50
メ
ー
ト
ル
）
の
家
老

佐
方
与
左
衛
門
の
屋
敷
地
が
あ
り

（
現
宇
土
市
民
会
館
）、
そ
の
東
側
に

間
口
30
間
、奥
行
き
16
間
（
約
29
メ
ー

ト
ル
）
の
家
老
井
門
次
郎
左
衛
門
の

屋
敷
地
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

馬
門
石
の
眼
鏡
橋
と
エ
ノ
キ

10
〜
15
歳
ご
ろ
宇
土
に
暮
ら
し
た
天
草
四
郎

宇
土
細
川
藩
の
武
家
屋
敷

船場橋界隈　宇土市指定有形文化財・天然記念物

天草四郎ゆかりの里門内（もんない）界隈

四郎は1623年に長崎で生まれ，宇土で育ちました。
父親は益田甚兵衛といって，元は小西行長の家来で宇
土の江部村（現在の旭町）に住んで農業をしていました。
四郎は後に天草四郎時貞（洗礼名ジェロニモ）と呼ばれ
るようになり，キリシタンから“天の使い”とあがめられ，わず
か15歳で天草・島原の乱（1637年）で3万7千人の民衆
を指揮して強大な幕府軍と戦いました。

天草四郎時貞
（1623～1638）

船場橋

宇土藩米蔵跡・船場界隈

高月家住宅

城
門
も
単
な
る
門
で
は
な
く
、
門
の
上
に

建
物
が
あ
り
、
そ
の
下
に
門
を
開
く
い
わ
ゆ

る
櫓
門
の
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

小
屋
や
蔵
な
ど
も
城
内
に
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
当
然
兵
士
た
ち
が
生
活
し
た
り
、
あ

る
い
は
彼
ら
の
食
糧
な
ど
も
こ
う
い
っ
た
所

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
城
は
非

常
に
広
く
、
そ
の
中
に
た
く
さ
ん
の
兵
士
が

い
て
、
そ
し
て
兵
士
た
ち
が
生
活
す
る
空
間

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
敵
が
攻
め

て
き
た
と
き
に
も
十
分
に
守
る
こ
と
が
で
き

る
設
備
が
備
え
ら
れ
た
本
格
的
な
城
が
造
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

行
長
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
軍
の
撤
退

を
完
了
さ
せ
た
後
、政
権
の
中
枢
に
復
帰
し
、

豊
臣
秀
吉
に
代
わ
る
豊
臣
政
権
の
命
令
者
と

な
っ
た
徳
川
家
康
の
指
示
で
動
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）
に
勃
発

し
た
島
津
氏
内
部
の
権
力
闘
争
で
あ
る
庄
内

の
乱
で
は
、
庄
内
の
状
況
を
把
握
し
、
家
康

に
代
わ
っ
て
近
隣
大
名
に
出
陣
を
求
め
る
任

務
を
寺
内
正
成
と
と
も
に
与
え
ら
れ
て
お

り
、
家
康
か
ら
派
遣
さ
れ
た
上
使
と
い
え
ま

す
。し

か
し
、
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
に
起

こ
っ
た
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
、
行
長
は
家
康

と
敵
対
す
る
西
軍
の
首
謀
者
の
一
人
で
し

た
。
行
長
が
西
軍
に
与
し
た
理
由
は
、
朝
鮮

出
兵
を
き
っ
か
け
に
強
く
結
び
つ
い
た
三
成

や
、
以
前
仕
え
た
宇
喜
多
氏
へ
の
義
理
、
加

藤
清
正
と
の
対
立
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
年
９
月
15
日
、東
西
両
軍
は
関
ヶ
原（
岐

阜
県
）
に
お
い
て
激
突
し
ま
す
。
行
長
の
軍

勢
は
朝
鮮
出
兵
で
の
家
臣
団
の
消
耗
か
ら
立

ち
直
っ
て
お
ら
ず
、
関
ヶ
原
の
軍
勢
も
、
国

許
に
残
し
た
軍
勢
も
意
外
な
ほ
ど
小
規
模
で

し
た
。
そ
れ
で
４
０
０
０
人
の
援
軍
が
行
長

の
軍
勢
に
だ
け
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
お
そ
ら
く
三
成
の
配
慮
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

は
じ
め
戦
況
は
一
進
一
退
し
ま
す
が
、
西

軍
の
三
成
・
行
長
・
宇
喜
多
・
大
谷
の
軍
勢

の
他
は
、
形
勢
を
傍
観
し
て
鳴
り
を
潜
め
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り

が
ま
ず
大
谷
吉
継
の
軍
に
致
命
的
な
打
撃
を

与
え
る
と
、
行
長
、
宇
喜
多
、
次
い
で
三
成

の
部
隊
が
相
次
い
で
崩
れ
去
り
、
戦
は
東
軍

の
勝
利
に
終
わ
っ
て
、
家
康
の
覇
権
が
確
立

し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
で
の
敗
北
後
、行
長
は
伊
吹
山（
岐

阜
県
）
山
中
に
逃
れ
ま
し
た
が
、
落
人
狩
り

を
指
揮
し
て
い
た
林
蔵
主
と
行
き
合
い
、
家

康
の
も
と
に
自
ら
を
連
行
し
褒
美
を
も
ら
う

よ
う
に
と
求
め
、
捕
ら
え
さ
せ
ま
し
た
。
行

長
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
た
め
自
害
せ

ず
、
捕
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

行
長
が
捕
ら
え
ら
れ
た
２
日
後
に
三
成

が
、
そ
の
翌
日
に
は
安
国
寺
恵
瓊
が
捕
ら
え

ら
れ
ま
す
。
３
人
は
９
月
29
日
に
大
坂
お
よ

び
堺
の
町
を
引
き
廻
さ
れ
、
10
月
１
日
、
京

都
の
六
条
河
原
に
て
処
刑
さ
れ
た
後
、
首
は

三
条
河
原
で
晒
さ
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
側
の
史
料
に
よ
る
と
、
行
長

の
遺
骸
は
教
会
に
引
き
取
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
行
長
は
西
軍
に
与
し
た
こ
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
国
内
で
は
あ
ま
り
正
当
な
評
価
を
受
け

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、行
長
が
亡
く
な
っ

た
７
年
後
の
１
６
０
７
年
、
イ
タ
リ
ア
の

ジ
ェ
ノ
バ
で
行
長
を
主
人
公
と
す
る
音
楽
劇

が
作
ら
れ
、
１
６
４
０
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
日

本
地
図
に
は
宇
土
、
八
代
の
地
名
が
み
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
小
西
行
長
の
影
響
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
信
仰
に

篤
い
、
忠
義
を
重
ん
じ
る
武
将
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
日
本
と
は
正
反
対
の
評
価
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い

小
西
行
長
の
最
期

門内界隈天草四郎 小西行長
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宇
土
城
の
築
城
時
期
は
不
明
で
す

が
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
は
菊
池
氏
系

の
宇
土
氏
が
、
永
正
元
年
〜
天
正
15
年

（
１
５
０
４
〜
１
５
８
７
）
に
か
け
て
は

伯
耆
国
（
現
鳥
取
県
）
出
身
の
名
和
氏

が
在
城
し
た
こ
と
は
文
献
史
料
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

城
内
を
み
る
と
、千
畳
敷
（
せ
ん
じ
ょ

う
じ
き
）
と
呼
ば
れ
る
郭
と
三
城
（
さ

ん
の
じ
ょ
う
）
と
呼
ば
れ
る
郭
の
２
つ

が
並
ん
だ
連
郭
式
の
城
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

創
立
年
代
・
・
・
永
正
年
間
（
１
５

０
４
〜
１
５
２
１
） 

本
尊
・
・
・
地
蔵
菩
薩

宗
福
寺
は
、
八
代
市
妙
見
町
の
悟
真

寺
の
末
寺
で
、
宗
派
は
曹
洞
宗
で
す
。

永
正
年
間
（
１
５
０
４
〜
１
５
２
１
）、

名
和
伯
耆
守
が
名
和
家
の
菩
提
寺
（
ぼ

だ
い
じ
／
一
家
が
代
々
帰
依
し
て
葬
式
・

追
善
供
養
な
ど
を
営
む
寺
）
と
し
て
建

立
し
た
も
の
で
、
利
屋
貞
和
尚
に
よ
っ

て
開
山
さ
れ
ま
し
た
。
古
来
、
宗
福
寺

に
寄
進
さ
れ
て
い
た
土
地
は
、
近
世
以

降
年
貢
地（
有
租
地
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

名
和
氏
が
宇
土
の
地
を
離
れ
て
以
来
、

同
所
は
椿
原
村
（
現
宇
土
市
椿
原
町
）

に
維
持
管
理
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

宗
福
寺
に
は
、
本
尊
と
並
ん
で
安
置

千
畳
敷
か
ら
は
多
数
の
柱
穴
が
検
出

さ
れ
、
掘
立
柱
建
物
が
長
期
に
わ
た
っ

て
何
度
も
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
ほ
か
、
千
畳
敷
の
北
側
か
ら
全
国

で
初
め
て
未
完
成
の
空
堀
が
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

天
正
16
年
（
１
５
８
８
）
に
宇
土
城

主
と
な
っ
た
小
西
行
長
は
、
そ

の
翌
年
か
ら
新
し
い
城
を
城
山

に
築
き
、
西
岡
台
は
廃
城
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

小
西
行
長
は
天
正
16
年
（
１
５

８
８
）
に
肥
後
に
入
国
す
る
と
、

ひ
と
ま
ず
西
岡
台
に
築
か
れ
て
い

た
宇
土
城
に
入
り
、
ま
も
な
く
西

岡
台
の
東
に
新
城
を
築
造
し
ま
し

た
。
東
西
１
５
０
メ
ー
ト
ル
・
南

北
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
本
丸
を
中

心
と
し
て
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
を
備

え
、
重
臣
屋
敷
や
家
臣
屋
敷
を
古

城
町
か
ら
神
馬
町
城
、
馬
場
の
一

帯
に
築
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
関
ヶ
原
の
戦

い
で
行
長
は
敗
れ
、
行
長
の
弟
隼

人
が
城
代
と
し
て
守
っ
て
い
た
宇

土
城
も
落
城
、
肥
後
一
国
を
領
有

し
た
加
藤
氏
の
も
と
で
大
規
模
な

改
修
が
な
さ
れ
た
た
め
、
今
み
る

こ
と
が
で
き
る
遺
構
は
基
本
的
に

加
藤
時
代
の
も
の
で
す
。

加
え
て
、慶
長
17
年（
１
６
１
２
）

に
破
却
さ
れ
た
後
、
島
原
の
乱
後

に
再
度
破
壊
さ
れ
た
う
え
、
明
治

以
降
本
丸
域
以
外
の
開
発
造
成
も

進
み
、
か
つ
て
の
偉
容
を
し
の
ぶ

材
料
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

さ
れ
て
い
る
ふ
た
つ
の
位
牌
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
天
文
15
年
（
１
５
４
６
）

に
死
去
し
た
名
和
武
顕
の
、
も
う
一
つ

は
、
永
禄
５
年
（
１
５
６
２
）
に
死
去

し
た
名
和
行
興
の
も
の
で
す
。
名
和
氏

は
相
良
氏
と
豊
福
の
領
有
権
を
巡
っ
て

長
い
間
争
っ
て
お
り
、
武
顕
・
行
興
親

子
の
時
代
も
和
睦
と
戦
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。

御
堂
脇
の
墓
域
に
は
名
和
氏
代
々
と

そ
の
親
族
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
位
牌
と
墓
は
毎
年
４

月
８
日
に
「
名
和
氏
一
族
の
会
」
の
方
々

の
参
拝
を
得
て
、
法
要
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

宇
土
の
地
域
史
を
語
る
上
で
貴
重
な

位
牌
と
墓
地
で
す
。

小
西
行
長
が
築
き
、加
藤
清
正
が
改
修

鳥
取
県
出
身
の
名
和
氏
が
在
城

名
和
家
の
菩
提
寺

宇土城跡（城山）　宇土市指定史跡

宇土城跡（西岡台）　国指定史跡宗福寺（そうふくじ）跡 宇土市指定史跡 と名和（なわ）家位碑 宇土市指定有形文化財

宇土城跡（西岡台）

宇
土
の
張
り
子
は
明
治
の
初
め
、
広

島
県
の
尾
道
か
ら
旅
に
出
て
い
た
夫
婦

が
、
本
町
１
丁
目
の
坂
本
家
に
１
年
近

く
滞
在
し
た
お
礼
に
と
坂
本
勝
治
氏
に
、

そ
の
技
法
を
指
導
し
た
の
が
は
じ
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
娘
の
カ

ツ
氏
が
後
を
継
ぎ
、
約
70
年
に
わ
た
り

宇
土
名
物
に
ま
で
育
て
上
げ
、
昭
和
51

年
（
１
９
７
６
）
に
は
熊
本
県
ふ
る
さ

と
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

ツ
氏
は
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
１
月

14
日
に
宇
土
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
カ
ツ
氏
の
後
、
孫
嫁
に

あ
た
る
紀
美
子
氏
が
受
け
継
ぎ
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
に
亡
く

宇
土
市
で
は
、
毎
年
８
月
23
・
24
日

に
地
蔵
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。当

日
は
各
町
内
の
地
蔵
が
沿
道
に
引

き
出
さ
れ
、
町
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り

美
し
く
飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
夜
に
な

れ
ば
ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
、
子
ど
も
達

が
鉦
を
叩
い
て
、「
な
む
じ
の
だ
い
ぶ
つ

さ
ん
（
南
無
地
蔵
大
菩
薩
）、
あ
げ
て
く

だ
さ
い
お
さ
い
せ
ん
」
と
は
や
し
立
て

ま
す
。ま
た
、各
町
内
で
は
数
多
く
の「
造

り
も
ん
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
上
の
人
物

や
動
物
、
世
相
風
刺
、
物
語
の
１
場
面

等
を
題
材
に
し
て
作
ら
れ
る
大
が
か
り

な
工
作
品
を
道
路
沿
い
に
展
示
し
、
技

巧
や
華
や
か
さ
を
競
い
ま
す
。

宇
土
に
お
け
る
地
蔵
祭
り
の
始
ま
り

は
、
宇
土
藩
初
代
藩
主
細
川
行
孝
が
筑

後
善
導
寺
末
寺
と
し
て
、
現
在
の
本
町

６
丁
目
に
円
応
寺
を
建
立
し
て
以
降
の

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
に
は
６
体

の
古
い
地
蔵
尊
が
あ
り
、
地
蔵
祭
り
は
、

元
は
こ
の
地
蔵
尊
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

素
朴
な
味
わ
い
の
工
芸
品

肥
後
三
大
夏
祭
り

宇土の張り子うと地蔵まつり

な
り
現
在
は
途
絶
え
て
い
ま
す
。
和
紙

１
枚
１
枚
を
か
た
台
に
ニ
カ
ワ
と
い
う

伝
統
的
接
着
剤
で
張
り
合
わ
せ
て
原
形

を
作
り
、
昔
な
が
ら
の
ド
ロ
絵
の
具
で

彩
色
を
す
る
、
そ
の
素
朴
な
郷
土
の
味

が
宇
土
張
り
子
の
特
徴
で
す
。
作
品
は

四
季
に
応
じ
て
異
な
り
、
形
は
虎
、
馬
、

獅
子
な
ど
20
種
類

ほ
ど
あ
り
ま
す
。

（
熊
本
伝
統
工
芸

館
に
て
展
示
）

熊
本
藩
２
代
藩
主
細
川
光
尚
は

正
保
３
年
（
１
６
４
６
）
８
月
、

自
ら
宇
土
へ
赴
き
、
宇
土
藩
初
代

藩
主
と
な
る
細
川
行
孝
の
御
屋
敷

（
陣
屋
）
建
設
地
を
見
分
の
う
え
、

八
代
城
北
の
丸
（
現
八
代
市
北
の

丸
町
）
の
家
屋
を
解
体
し
、
そ
の

時
に
生
じ
る
資
材
を
宇
土
へ
移
転

す
る
侍
衆
へ
下
げ
渡
す
よ
う
命
令

し
ま
し
た
。
陣
屋
と
は
、
城
郭
の

な
い
小
藩
の
大
名
の
居
所
、
屋
敷

の
こ
と
で
す
。

初
め
は
地
形
が
高
く
、
水
利
の

便
が
良
い
石
ノ
瀬
町
（
現
宇
土
市

石
小
路
町
）
が
候
補
地
で
し
た
が
、

宇
土
藩
５
代
藩
主
細
川
興
文
は

儒
学
に
熱
心
な
人
で
、
宝
暦
13
年

（
１
７
６
３
）
に
熊
本
藩
の
儒
学
者

江
口
恵
次
郎
や
河
添
矢
五
郎
を
招

い
て
藩
校
温
知
館
を
設
立
し
ま
し

た
。
そ
の
名
称
は
論
語
の
「
温
故

而
知
新
」（
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し

き
を
知
る
）
か
ら
と
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

学
科
は
修
身
学
・
史

学
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
判
然

と
し
た
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
授
業
は
毎
日
午
前
９
時
に
始

ま
り
、
習
字
の
授
業
が
あ
り
、
11

時
よ
り
読
書
、
午
後
１
時
に
終
わ

り
ま
す
。
学
校
経
費
は
す
べ
て
藩

で
賄
い
、
生
徒
は
入
学
金
や
謝
礼
・

授
業
料
は
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
入
学
で
き
る
の
は
藩
士

の
子
弟
の
み
で
、
藩
士
の
教
育
機

関
で
あ
る
の
で
格
式
・
禄
高
の
高

い
嫡
子
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
就

学
の
年
齢
に
つ
い
て
は
宇
土
藩
の

場
合
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
的

に
８
歳
で
の

入
学
が
普
通

だ
っ
た
よ
う

で
す
。

1
6
4
7
年
宇
土
御
屋
敷
完
成

江
戸
時
代
の
藩
校
跡

細川藩陣屋跡温知館（おんちかん）跡　宇土市指定史跡

光
尚
か
ら
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、

松
山
手
永
段
原
村
の
う
ち
、
本
町

筋
南
側
（
現
新
小
路
町
宇
土
市
教

育
委
員
会
付
近
）
を
宇
土
細
川
藩

陣
屋
と
武
家
屋
敷
地
に
定
め
ま
し

た
。正

保
４
年
（
１
６
４
７
）
９
月

頃
に
は
宇
土
御
屋
敷
が
完
成
し
た

と
思
わ
れ
、
同

月
の
下
旬
に
は

行
孝
の
荷
物
が

八
代
か
ら
積
み

だ
さ
れ
ま
し
た
。

細川藩陣屋跡温知館跡宇土の張り子うと地蔵まつり宇土城跡（城山）宗福寺跡
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轟
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轟



当
貝
塚
は
轟
式
土
器
の
標
式

遺
跡
（
時
期
区
分
の
基
準
と
な

る
遺
構
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
た

遺
跡
の
こ
と
）
と
し
て
著
名
な

貝
塚
で
す
。

正
確
な
範
囲
は
わ
か
っ
て
お

ら
ず
、
現
地
表
面
か
ら
採
取
さ

れ
る
貝
片
は
粉
々
に
砕
け
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
土
器
片
に

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

轟
貝
塚
を
含
め
、
周
辺
の
土

地
利
用
は
、
古
く
は
縄
文
時
代

早
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
縄
文

発
見
当
時
、
墳
丘
の
盛
土
は

か
な
り
流
失
・
削
平
さ
れ
て
お

り
、
主
体
部
の
横
穴
式
石
室
も

玄
門
部
の
天
井
石
が
露
出
し
た

状
態
で
し
た
が
、
周
溝
や
列
石

の
状
況
か
ら
方
墳
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

副
葬
品
は
多
く
の
須
恵
器

（
す
え
き
）や
土
師
器（
は
じ
き
）、

鉄
器
な
ど
が
石
室
や
周
溝
、
墓

道
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
羨
道

部
（
せ
ん
ど
う
ぶ
）
床
面
か
ら

出
土
し
た
刀
子
（
と
う
す
）
１

点
を
除
き
、
大
半
は
元
の
位
置

を
と
ど
め
て
お
ら
ず
、
古
墳
の

破
壊
な
ど
に
伴
う
流
れ
込
み
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

本
古
墳
の
築
造
年
代
は
、
７

世
紀
の
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
、

７
世
紀
前
半
代
を
通
じ
て
追
葬

や
祭
祀
行
為
が
行
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

当
古
墳
の
特
色
と
し
て
最
も

重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

方
墳
を
採
用
し
て
い
る
点
で

す
。
熊
本
県
内
に
お
け
る
方
墳

は
、
後
・
終
末
期
古
墳
で
は
椿

原
古
墳
が
唯
一
の
事
例
で
あ

り
、
そ
の
他
の
点
か
ら
も
熊
本

県
下
の
古
墳
時
代
終
末
期
を
語

る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
古
墳

で
す
。

縄
文
時
代
前
期（
約
６
０
０
０
年
前
）を
代
表
す
る
貝
塚

古
墳
時
代
終
末
期
の
古
墳

轟貝塚　宇土市指定史跡椿原（つばわら）古墳　宇土市指定史跡　

時
代
で
は
、
前
期
、
中
期
、
後

期
前
半
に
断
続
的
に
生
活
の
痕

跡
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
縄
文
時

代
以
後
も
、
弥
生
、
古
墳
時
代
、

さ
ら
に
古
代
、
中
世
に
お
い
て

も
遺
物
、
遺
構
が
認
め
ら
れ
、

長
い
間
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
轟
水
源
が
近

接
し
て
い
る
こ
と
も
、
遺
跡
が

連
綿
と
続
く
こ

と
に
少
な
か
ら

ず
影
響
し
て
い

る
と
想
像
で
き

ま
す
。

宇
土
市
栗
崎
町
の
菅
原
神
社
境

内
に
あ
る
ク
ス
ノ
キ
で
「
天
神
さ

ん
の
樟
」
と
呼
ば
れ
、
樹
齢
４
０

０
年
以
上
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幹
囲
12
．
３
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

27
．
５
メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り
は
東

西
33
メ
ー
ト
ル
の
広
が
り
を
持
ち
、

遠
望
す
る
と
１
本
の
ク
ス
ノ
キ
な

の
に
大
枝
が
林
立
し
て
森
の
よ
う

に
み
え
ま
す
。
幹
に
は
し
め
縄
が

巻
か
れ
、
ご
神
木
の
前
に
は
石
の

祠
が
あ
り
ま
す
。

樹
勢
は
良
好
で
、
主
幹
は
地
上

江
戸
時
代
の
名
横
綱 

”不
知
火

諾
右
衛
門
“は
本
名
を
近
久
信
次

と
い
い
、
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）

宇
土
市
栗
崎
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
供
の
頃
か
ら
宮
相
撲
を
と
り
、

力
持
ち
で
有
名
で
し
た
。
造
り
酒

屋
で
働
い
て
い
た
と
き
、
近
く
で

火
事
が
あ
り
、
酒
蔵
の
樽
を
一
人

で
運
び
出
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
り
ま
す
。

文
政
６
年
（
１
８
２
３
）、
大
坂

相
撲
の
大
関
ま
で
昇
進
、
天
保
11

年
（
１
８
４
０
）
に
は
江
戸
相
撲

で
横
綱
の
免
許
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
江
戸
城
内
で
将
軍
徳
川
家
慶

の
上
覧
相
撲
が
催
さ
れ
、
こ
の
時

の
土
俵
入
り
（
不
知
火
型
）
を
描

い
た
錦
絵
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
格
は
身
長
約
１
７
５
㎝
、
体
重

約
１
３
５
㎏
と
い
う
当
時
と
し
て

は
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
に
54

歳
で
他
界
、
墓
は
故
郷
で
あ
る
栗

崎
町
の
小
高
い
丘
の
中
腹
に
ひ
っ

そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。

樹
齢
四
百
年
以
上
の
ク
ス
ノ
キ

土
俵
入
り「
不
知
火
型
」創
始
者
で
第
8
代
横
綱

栗崎の天神樟（くす）　熊本県指定天然記念物不知火諾右衛門（しらぬいだくえもん）の墓　宇土市指定史跡

２
．
５
メ
ー
ト
ル

の
位
置
で
二
又
に

分
か
れ
、
そ
の
上

に
た
く
さ
ん
の
大

枝
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め

昼
間
で
も
暗
く
、
幽
玄
の
世
界
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

戦
前
ま
で
は
12
月
５
日
に
「
栗

崎
の
火
焚
き
祭
り
」
が
行
わ
れ
、

こ
の
木
の
前
に
薪
を
積
み
上
げ
て

大
枝
に
火
が
届
く
よ
う
に
炎
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

轟
水
源
地
の
上
に
あ
る
轟

御
殿
（
宇
土
細
川
家
の
菩
提

寺
跡
）
に
は
轟
泉
資
料
館
が

あ
り
、
宇
土
細
川
藩
関
連
資

料
や
轟
泉
水
道
の
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
安
年
間
（
１
６
４
８
〜
１

６
５
２
）、
宇
土
藩
初
代
藩
主

細
川
行
孝
が
、
元
は
八
代
に
建

立
し
た
宗
功
寺
を
宇
土
町
南
小

路
（
現
宇
土
市
門
内
町
）
に
移

し
、
さ
ら
に
現
在
の
地
に
移
転

し
て
泰
雲
寺
と
改
称
し
ま
し
た
。

行
孝
の
父
で
あ
る
細
川
立
孝

の
供
養
の
た
め
に
建
て
た
も
の

で
、
宗
功
寺
も
泰
雲
寺
も
立
孝

の
法
名
「
泰
雲
院
殿
宗
功
立
允

大
居
士
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で

す
。
以
来
細
川
氏
歴
代
の
菩
提

所
と
し
て
同
家
の
支
配
下
に
入

り
ま
し
た
。
藩
主
の
墓
地
は
泰

大
岳
系
山
地
東
麓
か
ら
湧
き
出
す
轟
水
源

は
、
毎
分
４
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
湧
水
量
が
あ

り
、
豊
か
で
お
い
し
い
水
を
人
々
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
古
く
か
ら
名
水
と
し
て
知
ら
れ
、『
肥

後
国
誌
』
で
は
肥
後
国
三
轟
水
の
第
１
に
あ
げ

ら
れ
「
清
冽
の
寒
泉
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）に
は
、環
境
省
選
定「
日

本
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

轟
水
源
は
、
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
上
水
道

で
あ
る
轟
泉
水
道
の
水
源
で
、
そ
の
水
道
取
水

の
た
め
、
泉
の
下
流
を
堰
き
止
め
、
約
１
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
池
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

宇
土
町
の
水
は
飲
用
水
に
適
し
な
か
っ
た
た

め
、
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）
宇
土
藩
初
代
藩

主
細
川
行
孝
の
時
、
松
橋
焼
の
陶
管
を
使
っ
た

水
道
管
を
造
り
、
轟
水
源
か
ら
約
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
宇
土
の
町
中
ま
で
飲
用
水
を
引
き

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
０
０
年
程
経
つ
と
水
道
管
の
破

損
箇
所
か
ら
雨
水
が
入
り
込
み
、
水
道
水
の
濁

り
や
水
漏
れ
が
目
立
っ
て
き
た
た
め
、
宇
土
藩

５
代
藩
主
細
川
興
文
（
お
き
の
り
）
の
時
、
馬

門
石
を
く
り
ぬ
い
た
水
道
管
に
替
え
る
全
面
改

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
孝
の
代
に
建
設
さ
れ
、
興
文
の
代
に
改
修

さ
れ
た
轟
泉
水
道
は
、
人
々
に
飲
用
水
を
も
た

ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
田
畑
の
灌
漑
用
水
と
し

て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
使
わ
れ
て
い

る
こ
の
水
道
は
、
使
用
中
の
上
水
道
と
し
て
は

日
本
最
古
と
い
わ
れ
、
今
で
も
１
０
０
戸
ほ
ど

の
家
庭
の
飲
料
水
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。轟

水
源
地
及
び
樋

管
と
し
て
宇
土
市
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

雲
寺
跡
に
あ
り
ま
す
。

明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
８

月
に
廃
寺
と
な
り
、
泰
雲
寺
跡

に
は
新
た
に
神
道
の
原
泉
社
を

建
て
、
細
川
氏
歴
代
の
霊
を

祀
っ
て
い
ま
す
。

日
本
名
水
百
選
・
現
存
す
る
日
本
最
古
の
水
道

轟
御
殿
に
あ
る
藩
と
水
道
の
資
料
館

宇
土
細
川
藩
主
9
人
の
お
墓

轟水源・轟泉（ごうせん）水道　宇土市指定史跡

轟泉（ごうせん）資料館

細川家墓地（泰雲寺跡）　宇土市指定史跡

轟
自
然
公
園

開館時間

入 館 料

開 館 日

住　　所

問 合 せ

午前９時～午後５時

無料

火曜日，木曜日，日曜日

熊本県宇土市宮庄町

宇土市まちづくり推進課
（０９６４－２２－１１１１）

轟泉水道のルート

この水門から樋管を通
し，宇土市街地まで水源
の水を導いています。

取水口

樋管のコース変更や水の
ろ過などのため，約90㎝四
方のマス（貯水槽）を要所
に配置しています。また灌
漑用水確保のため，水の
落し口をつくっています。

マスと落し口
（水源より50ｍ）

地盤の低い所では石垣
を築いた塘（土手）をつく
り，樋管を据えています。

水道塘
（水源より２．１Kｍ）

船場橋のたもとには，轟
泉水道の最終井戸があ
り，余った水は船場川に
排出されます。

最終井戸
（水源より約３ｋｍ）

栗崎の天神樟不知火諾右衛門轟貝塚椿原古墳細川家墓地泉資料館轟泉水道轟水源
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潤
野
３
号
墳
付
近
か
ら
西
北
方
向

に
伸
び
る
丘
陵
裾
に
残
る
独
立
丘
の

頂
上
部
か
ら
家
形
石
棺
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
石
棺
が
納
め

ら
れ
た
古
墳
そ
の
も
の
の
規
模
や
範

囲
な
ど
の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
そ
ら
く
こ
の
独
立
丘
の
頂
上

部
分
が
古
墳
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

現
在
石
棺
が
保
存
さ
れ
て
い
る
玉
垣

で
囲
ま
れ
た
部
分
を
中
心
と
し
た
直

径
約
30
〜
35
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

主
体
部
と
な
っ
て
い
る
組
合
せ
式

家
形
石
棺
は
、
環
状
縄
掛
突
起
と
刀

掛
突
起
を
あ
わ
せ
持
つ
と
い
う
珍
し

い
も
の
で
す
。
石
棺
内
部
の
北
側
に

頭
骨
が
２
つ
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

安
徳
天
皇
の
陵
墓
と
い
う
伝
説
が

あ
り
、
宮
内
庁
に
よ
り
陵
墓
参
考
地

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
徳
天
皇

は
、
治
承
２
年
（
１
１
７
８
）、
高
倉

天
皇
の
第
一
皇
子
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
治
承
４
年
（
１
１
８
０
）
に

は
わ
ず
か
２
歳
で
即
位
し
ま
し
た
が
、

政
治
の
実
権
は
祖
父
の
平
清
盛
が
握

り
ま
し
た
。

当
時
、
平
氏
政
権
に
対
す
る
反
乱

が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
寿
永
２
年
（
１
１
８
３
）

に
木
曽
義
仲
が
京
都
へ
迫
っ
た
際
、

安
徳
天
皇
は
平
宗
盛
に
連
れ
ら
れ
京

都
を
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
寿
永
４

年
（
１
１
８
５
）
の
壇
ノ
浦
の
戦
い

に
お
い
て
、
わ
ず
か
８
歳

で
あ
っ
た
安
徳
天
皇
は
、

清
盛
の
妻
で
あ
る
時
子
に

抱
か
れ
て
海
に
沈
み
、
平

氏
と
命
運
を
共
に
し
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
の

古
墳
の
実
際
の
築
造
時
期

は
５
世
紀
後
半
と
み
ら
れ
、

「
晩
免
古
墳
」
と
い
う
名
称

で
宇
土
市
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

安
徳
天
皇
の
陵
墓
伝
説
が
あ
る

晩免（ばんめん）古墳（花園陵墓参考地）　宇土市指定史跡

宇土市指定史跡

創
立
年
代・・・文
永
６
年
（
１
２
６
９
）

本
尊
・
・
・
釈
迦
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、

薬
師
如
来

文
永
６
年
（
１
２
６
９
）、
古
保
里
越

前
守
の
娘
と
伝
え
ら
れ
る
素
妙
尼
に
請

わ
れ
、
寒
巌
義
尹
（
か
ん
が
ん
ぎ
い
ん
）

が
三
日
村
（
現
宇
土
市
花
園
町
三
日
）

に
三
日
山
如
来
寺
を
開
き
ま
し
た
。
永

正
１
年
（
１
５
０
４
）
に
上
古
閑
村
（
現

宇
土
市
岩
古
曽
町
）
に
移
転
し
、
現
在

は
岩
古
曽
町
に
所
在
し
ま
す
。

当
寺
が
焼
け
た
際
、
本
尊
の
釈
迦
・

如
来
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
三
尊
像
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

釈
迦
像
（
中
央
）
は
、
像
高
81
．
８

セ
ン
チ
、
材
質
は
桜
材
。
寄
木
造
で
、
眼

は
彫
眼
、
構
造
は
頭
体
部
を
別
の
材
木
で

造
っ
て
い
ま
す
。
頭
部
は
３
つ
の
材
、
体

部
は
１
つ
の
材
で
造
り
、
像
内
が
円
形
に

な
る
よ
う
に
内
部
を
く
り
抜
き
、
背
面
に

蓋
を
す
る
よ
う
に
背
板
を
は
め
、
胸
部
に

は
納
入
部
を
設
け
て
い
ま
す
。

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
の
解
体
修

理
の
際
、
胎
内
胸
部
か
ら
木
製
球
形
舎

利
容
器
・
絹
本
の
梵
字
・
曼
荼
羅
・
綿

裂
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
木
製
円
形
蓋
板

の
銘
文
よ
り
、
本
像
が
正
元
２
年
（
１

２
６
０
）
１
月
に
寒
巌
義
尹
と
尼
修
寧

の
発
願
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

阿
弥
陀
像
（
左
）
は
、
像
高
75
．
５

セ
ン
チ
、桧
材
の
寄
木
造
。
眼
は
彫
眼
で
、

衣
の
着
け
方
は
釈
迦
像
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、
膝
前
や
側
面
の
衣
文
の
表
現
が
異

阿
弥
陀
・
薬
師
三
尊
坐
像
と
韋
駄
天
像
、

寒
巌
禅
師
像
の
他
７
躯
の
仏
像
が
厄
を

逃
れ
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
諸
仏
像
か
ら
推
察
す
る

と
、
三
日
村
に
あ
っ
た
頃
の
如
来
寺
は

相
当
大
き
な
規
模
の
七
堂
伽
藍
を
配
し

た
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
・
木

造
釈
迦
如
来
坐
像
・
木
造
薬
師
如
来
坐

像
は
熊
本
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

構
造
は
、
頭
頂
か
ら
地
付
ま
で
前
後

に
３
材
を
使
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

中
間
の
材
は
幅
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
マ
チ
材

の
よ
う
な
、
像
の
均
衡
を
取
る
た
め
に
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
質
は
前
後
２

材
製
に
近
い
造
り
で
す
。
胎
内
仏
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

薬
師
像（
右
）は
、像
高
76
．
２
セ
ン
チ
、

桧
材
の
寄
木
造
。
眼
は
彫
眼
で
、
衣
の
着

け
方
は
阿
弥
陀
如
来
像
に
近
い
表
現
様
式

で
す
。
像
の
構
造
も
阿
弥
陀
如
来
像
に
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

明
る
く
ゆ
た
か
な
表
情
と
か
る
く
左

手
を
上
げ
、
薬
壺
を
の
せ
た
姿
は
病
め
る

生
き
物
す
べ
て
を
済
世
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
造
型
で
す
。

使
用
し
て
い
る
材
や
構
造
の
違
い
か

ら
釈
迦
像
が
先
に
造
像
さ
れ
、
そ
の
作

風
に
な
ら
っ
て
阿
弥
陀
像
、
薬
師
像
が

造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

道
元
の
直
弟
子
に
よ
り
開
寺

鎌
倉
時
代
の
三
尊
像

如来寺（にょらいじ）と木造如来坐像　熊本県指定有形文化財

如来寺

椿
原
地
区
で
は
、
３
年
に
一
度
、

田
植
え
が
終
わ
っ
て
一
段
落
し
た
７

月
最
後
の
土
日
に
椿
原
八
幡
宮
で
、

雨
乞
い
太
鼓
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

面
径
１
．
３
メ
ー
ト
ル
、
胴
長
２

メ
ー
ト
ル
余
あ
る
大
太
鼓
を
30
〜
40

人
ほ
ど
の
男
性
が
担
い
で
、
83
段
も

あ
る
椿
原
八
幡
宮
へ
の
階
段
を
登
り

ま
す
。

境
内
で
は
、
大
太
鼓
を
御
輿
の
よ

う
に
担
い
で
練
り
歩
き
、
勇
壮
な
”

ガ
ブ
リ
“も
披
露
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
太
鼓
を
両
側
か
ら
大
き
く
揺
す
る

も
の
で
す
。
奉
納
さ
れ
た
太
鼓
は
交

替
で
夜
通
し
叩
か
れ
ま
す
。

宇
土
御
獅
子
舞
は
、雌
雄
一
対
（
角

が
２
本
あ
る
の
が
雄
で
１
本
が
雌
）、

２
人
立
の
獅
子
舞
で
す
。

こ
の
獅
子
舞
は
元
文
５
年
（
１
７

４
０
）、
宇
土
藩
５
代
藩
主
細
川
興

文
（
お
き
の
り
）
が
西
岡
神
宮
に
獅

子
舞
を
奉
納
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
興
文
は
武
運
長
久
や

心
願
の
筋
の
た
め
に
獅
子
舞
奉
納
を

思
い
立
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

舞
の
型
は
前
段
と
後
段
に
分
か

れ
、
主
と
し
て
前
段
は
山
野
を
馳
廻

り
獅
子
を
捜
す
玉
振
り
の
動
作
を
表

し
、
後
段
は
玉
振
り
と
獅
子
が
一
体

と
な
り
楽
し
く
遊
ぶ
動
作
を
表
し
て

ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
笛
や
鉦

を
あ
わ
せ
た
「
雨
乞
い
」
や
「
ね
ん

ね
こ
」
と
呼
ば
れ
る
曲
も
披
露
さ
れ
、

女
性
た
ち
の
踊
り
が
こ
れ
に
華
を
添

え
ま
す
。

使
用
さ
れ
る
大
太
鼓
は
、
熊
本
県

の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
通

常
は
大
太

鼓
収
蔵
館

に
保
存
・

展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
べ
て
ケ
ヤ
キ
の
木
を
く
り
抜
い

た
一
木
造
り
で
、
太
鼓
の
両
縁
に
は

木
星
（
き
ぼ
し
）
と
呼
ば
れ
る
14
面

体
の
飾
り
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
古

い
も
の
で
は
、
走
潟
町
平
木
地
区
の

太
鼓
に
寛
文
13
年
（
１
６
７
３
）
６

月
２
日
の
銘
が
あ
り
ま
す
。

太
鼓
の
ほ
と
ん
ど
は
雨
乞
い
や
虫

追
い
な
ど
の
村
の
行
事
の
た
め
に
市

内
各
地
区
の
太
鼓
小
屋
に
お
い
て
保

管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

行
事
は
戦
後
次
第
に
衰
退
し
、
大
太

鼓
も
神
社
や
寺
に
放
置
さ
れ
て
い
た

り
、朽
ち
果
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
に
椿
原
大

太
鼓
が
修
復
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

他
の
地
区
で
も
大
太
鼓
再
興
の
動
き

が
出
て
き
は
じ
め
、
平
成
元
〜
３
年

（
１
９
８
９
〜
９
１
）、
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
の
一
環
と
し
て
皮
の
張
り
替

え
と
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
26
基
の
大
太
鼓
が
宇
土
市

大
太
鼓
収
蔵
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
収
蔵
館
で
は
、
歴
史
的
価
値
の

高
い
こ
れ
ら
26
基
の
巨
大
な
雨
乞
い

太
鼓
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
、
雨
乞

い
に
関
す
る
民
俗
資
料
や
ビ
デ
オ
な

ど
も
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

い
ま
す
。

舞
の
種
類
は
楽
廻
り
・
春
眠
（
舞

の
型
前
段
）・
お
き
は
な
（
舞
の
型

後
段
）・
楽
の
遊
び
・
せ
く
ら
べ
・

玉
ひ
ろ
い
・
合
戦
・
千
秋
万
歳
と
あ

り
ま
す
。

雨
乞
い・
虫
追
い
な
ど
村
の
行
事
に
活
躍

急
勾
配
の
石
段
を
上
っ
て
神
社
に
奉
納

細
川
公
が
奉
納
し
た
伝
統
あ
る
獅
子
舞

熊本県指定重要
無形民俗文化財

大人７０円
小・中学生３０円

大人１００円
小・中学生５０円

開館時間

休 館 日

住　　所

問 合 せ

入 館 料

午前９時～午後４時３０分
（入館は午後４時まで）

毎週月曜日（月曜日が祝日
の場合は翌日），年末年始

熊本県宇土市宮庄町
４０６番地の２

宇土市大太鼓収蔵館
（０９６４－２２－１９３０）

個 人

団 体
（20人以上）

西岡神宮　秋の大祭10月19日開催

宇土の御獅子舞（おんししまい） 椿原（つばわら）雨乞い太鼓踊り

宇土の雨乞い大太鼓（大太鼓収蔵館） 熊本県指定重要民俗文化財

宇土市無形
民俗文化財

雨乞い大太鼓（収蔵館）椿原雨乞い太鼓宇土御獅子舞晩免古墳木造如来坐像
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如来寺

花
園
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・
轟



宇
土
市
花
園
町
の
佐
野
山
王
神
社

に
伝
わ
り
、
７
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
と
い
わ
れ
て
い
る
山
王
さ
ん
祭
り

（
甘
酒
祭
り
）
は
、
サ
ル
に
扮
し
た
若

者
達
が
集
落
の
山
王
神
社
に
集
い
、

「
ホ
ー
ラ
イ
、
ホ
ー
ラ
イ
」
の
掛
け
声

を
あ
げ
つ
つ
甘
酒
の
徳
利
を
奪
い
合

い
、
甘
酒
を
振
り
か
け
合
い
な
が
ら

集
落
内
を
巡
行
し
、
最
後
に
山
上
で

空
の
徳
利
を
投
げ
捨
て
る
と
い
う
祭

礼
で
す
。

基
本
的
に
は
甘
酒
の
徳
利
を
神
霊

の
こ
も
る
容
器
と
み
な
し
、
水
田
の

耕
作
に
関
わ
る
神
霊
を
ヤ
マ
へ
送
る

霜
月（
旧
暦
11
月
）の
収
穫
儀
礼
で
す
。

こ
の
祭
り
は
、
旧
暦
の
11
月
の
申

（
さ
る
）
の
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
月
に

３
回
申
の
日
が
あ
る
年
は
中
の
申
、

月
に
２
回
申
の
日
が
あ
る
年
は
最
初

の
申
の
日
と
な
り
ま
す
。

甘
酒
が
振
り
か
か
っ
た
者
は
１
年

間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

七
百
年
の
歴
史
あ
る
山
王
さ
ん
ま
つ
り

前
方
部
を
北
に
向
け
る
全
長
約

86
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

し
か
し
、
採
土
工
事
に
よ
っ
て
前

方
部
が
失
わ
れ
、
ま
た
、
後
円
部

墳
頂
平
坦
面
も
削
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

古
墳
の
時
期
は
古
墳
時
代
前
期

後
半
と
考
え
ら
れ
、
後
円
部
中
央

の
竪
穴
式
石
室
か
ら
、
30
代
後
半

〜
40
代
の
女
性
の
人
骨
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
首
長
墓
と
み
ら
れ
る
前
方

後
円
墳
の
埋
葬
施
設
か
ら
、
完
全

な
か
た
ち
で
人
骨
が
検
出
さ
れ
る

こ
と
は
非
常
に
珍
し
く
、
貴
重
な

発
見
で
す
。

石
棺
内
か
ら
は
鏡
３
面
の
ほ
か
、

碧
玉
製
車
輪
石
と
い
う
腕
輪
や
ヒ

ス
イ
製
の
勾
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
な

ど
が
出
土
し
、
石
棺
外
に
は
鉄
刀

や
鉄
剣
、
ヤ
リ
、
鉄
斧
な
ど
の
武

器
類
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

当
古
墳
の
被
葬
者
は
女
性
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
女
性

の
地
域
権
力
者
の
存
在
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
古
墳
時
代

前
期
社
会
に
お
け
る
首
長
権
力
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
発
見
で
あ
り
、
当
古
墳
は
、

熊
本
県
地
域
だ
け
で
な
く
、
日
本

に
お
け
る
古
墳
時
代
前
期
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
古
墳
で
す
。

出
土
遺
物
は
、「
肥
後
向
野
田
古

墳
出
土
品
」
の
名
称
で
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
宇
土
市
立

図
書
館
１
階
の
郷
土
資
料
室
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
女
王
の
墓

向野田（むこうのだ）古墳　宇土市指定史跡

当
遺
跡
か
ら
は
部
分
的
な
調
査
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
環
濠
と
考
え
ら
れ

る
Ｖ
字
形
の
溝
状
遺
構
、
合
口
式
の

大
型
甕
棺
な
ど
の
重
要
な
遺
構
と
豊

富
な
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
遺
物

の
時
期
も
、
弥
生
時
代
中
期
前
半
か

ら
後
期
終
末
ま
で
途
切
れ
な
い
う

え
、
古
墳
時
代
前
期
ま
で
継
続
し
て

い
ま
す
。
本
遺
跡
の
よ
う
に
継
続
期

間
の
長
い
遺
跡
は
県
下
で
も
稀
少
で

あ
り
、
特
に
県
内
最
古
の
前
方
後
円

墳
が
集
中
す
る
宇
土
半
島
基
部
に
存

在
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
度
を
高

め
て
い
ま
す
。

古
代
の
遺
構
は
未
確
認
で
す
が
、

朝
鮮
半
島
の
櫛
目
文
土
器
の
影
響

を
受
け
た
曽
畑
式
土
器
の
標
式
遺
跡

（
時
期
区
分
の
基
準
と
な
る
遺
構
、

遺
物
が
検
出
さ
れ
た
遺
跡
の
こ
と
）

と
し
て
有
名
な
貝
塚
で
す
。

貝
塚
に
隣
接
し
た
低
湿
地
か
ら
は

大
量
の
ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴
群
が
発
見

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
貝
類
の
廃
棄
場

所
と
、
食
物
を
貯
蔵
す
る
場
所
を
明

確
に
区
別
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。
出
土
し
た
土
器

等
に
よ
り
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
貝
塚
の

南
側
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

水
田
化
の
た
め
に
ほ
ぼ
滅
失
し
て
い

遺
物
の
内
容
か
ら
善
導
寺
遺
跡
や
上

松
山
遺
跡
も
含
め
て
旧
宇
土
郡
の
中

心
的
な
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
、
特
に

宇
土
市
に
お
い
て
は
最
大
の
集
落
跡

と
い
え
ま
す
。
あ
る
い
は
公
的
施
設

が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

前
方
後
円
墳
と
し
て
県
か
ら
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
円
墳
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
埋
葬
施
設
と
し
て

は
、
後
円
部
に
あ
た
る
場
所
に
４
基
、

前
方
部
と
な
る
位
置
に
１
基
あ
り
ま

す
。
以
下
は
埋
葬
施
設
を
表
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

石
棺
・
土
壙
の
構
造
・
形
状
は
そ

れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
も
の
ば
か
り
で

あ
り
、
そ
こ
に
は 

時
期
差
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
ま
す
。
棺
の
形
状
か
ら
み

て
、
５
世
紀
中
頃
に
古
墳
は
築
造
さ

れ
、
以
降
、
５
世
紀
後
半
か
ら
末
に

か
け
て
営
ま
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
す
。こ
の
両
地
点
周
辺
に
は
、本
来
、

厚
く
堆
積
し
た
貝
層
が
存
在
し
て
お

り
、
貝
塚
の
主
体
と
な
る
部
分
は
、

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
前
に
す
で

に
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

他
の
遺
跡
で
は
残
存
し
な
い
情
報

を
大
量
に
包
含
し
て
お
り
、
宇
土
半

島
基
部
の
貝
塚
群
の
１
つ
と
し
て
、

貝
塚
そ
の
も
の
の
重
要
度
も
極
め
て

高
い
と
い
え

ま
す
。

五
世
紀
の
石
棺
が
見
学
で
き
る

豊
富
な
遺
物
は
弥
生
時
代
の
も
の

朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
た
縄
文
土
器
が
出
土

楢崎（ならざき）古墳　熊本県指定史跡

境目（さかいめ）遺跡　宇土市指定史跡曽畑（そばた）貝塚　宇土市指定史跡

人骨２体，直刀２振，
鉄鏃（てつぞく）など出土

棺の蓋（ふた）の短辺に
円柱状縄掛突起が１つ

組合せ式家形石棺

刳抜（くりぬき）式舟形石棺

組合せ式家形石棺

石蓋土壙（せきがいどこう）

組合せ式箱形石棺

刀掛状突起が付く

番号

一号

二号

三号

四号

五号

内　　容 備　　考

宇土市立図書館
郷土資料室

宇土市内各地から出土した発掘資
料や歴史資料などを展示しています。
特に宇土市松山町所在の向野田古
墳の出土品は，国指定の重要文化
財であり，４世紀後半頃の豪族の副
葬品として著名なものとなっています。
また，毎年１～２回程度，宇土市の
歴史・文化をテーマに特別展を実施
しています。

山王さんまつり（佐野山王祭礼 さのさんのうさいれい）

※出土品は国指定重要文化財

境目遺跡曽畑貝塚楢崎古墳甘酒まつり
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緑
川
の
下
流
、
天
明
町
川
口
字
拾

町
（
現
熊
本
市
川
口
町
）
か
ら
平
木

橋
の
下
を
通
り
、
天
明
町
川
口
字
方

丈
（
現
熊
本
市
川
口
町
）
に
ほ
ぼ
直

線
的
に
西
下
し
、
有
明
海
河
口
に
至

る
川
で
、
現
在
は
緑
川
本
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。

旧
緑
川
は
、
下
流
部
で
大
き
く
湾

曲
し
て
い
る
た
め
に
、
洪
水
時
に
は

緑
川
の
水
は
け
が
非
常
に
悪
く
、
大

き
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）

か
ら
４
年
間
、
緑
川
大
普
請
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
対

創
立
年
代
・
・
・
寛
永
10
年
（
１

６
３
３
）

祭
神
・
・
・
少
彦
名
神
（
す
く
な

び
こ
な
の
か
み
）

「
粟
嶋
神
社
由
緒
略
記
」
に
よ
る

と
、
寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）
信
心

深
い
老
夫
婦
の
も
と
に
大
変
粗
末
な

身
な
り
の
旅
の
僧
が
訪
れ
、
一
夜
の

宿
を
乞
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
老
夫
婦

は
素
朴
な
が
ら
心
か
ら
の
も
て
な
し

を
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
老
妻
の
夢

に
神
が
現
わ
れ
「
我
は
粟
嶋
の
神
な

る
ぞ
、
信
心
深
き
汝
等
に
幸
を
授
け

ん
。」
と
告
げ
ま
し
た
。

翌
日
、
僧
が
旅
立
っ
た
後
、
僧
が

策
と
し
て
境
川―

新
川
を
さ
ら
に
深

め
て
拡
幅
し
、
緑
川
と
し
て
西
下
さ

せ
、
有
明
海
河
口
に
注
ぐ
と
い
う
ラ

イ
ン
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
着

工
時
期
に
ち
な
ん
で
嘉
永
新
川
（
現

緑
川
）
と
い
わ
れ
る
由
縁
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
に
な
っ
て
緑
川
洪
水

防
止
策
と
し
て
、
嘉
永
新
川
を
緑
川

本
流
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
嘉
永
新

川
の
改
修
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
川
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
く
湾
曲
し
て
い
た
旧
緑
川

は
、
現
在
、
浜
戸
川
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。

使
用
し
て
い
た
枕
元
に
一
体
の
ご
神

体
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
老
夫
婦

は
慌
て
て
僧
を
追
い
か
け
ま
し
た

が
、
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
老
妻
は
昨
夜
の
夢
を
思
い
出

し
、
こ
の
ご
神
体
が
粟
嶋
大
明
神
で

あ
る
と
思
い
、
小
さ
な
祠
を
建
て
て

ご
神
体
を
安
置
し
、
朝
夕
熱
心
に
信

仰
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
粟
嶋
神

社
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
小
さ
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

病
気
平
癒
、
子
授
け
・
安
産
等
に
ご

利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
特
に
３
月
１

日
〜
３
日
の
祭
礼
は
大
変
多
く
の
参

拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
大
土
木
工
事

日
本
一
の
ミ
ニ
鳥
居
で
子
宝
と
安
産
を

嘉永新川（かえいしんがわ）

マ
ル
メ
ロ
は
お
つ
ぼ
つ
・
丸
メ
ラ

と
も
い
い
、
秋
に
な
る
と
洋
梨
に
似

た
黄
色
い
果
実
を
つ
け
ま
す
。
西
洋

カ
リ
ン
と
も
い
い
、
通
常
砂
糖
漬
け

と
し
て
食
用
に
し
、
熊
本
藩
の
銘
菓

「
加
世
以
多
（
か
せ
い
た
）」
の
原
料

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
銭
塘
（
ぜ
ん
ど
も
）

手
永
走
潟
村
（
現
宇
土
市
走
潟
町
）

の
緑
川
の
河
岸
段
丘
上
に
か
な
り
の

範
囲
に
わ
た
っ
て
植
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
、
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）

頃
に
描
か
れ
た「
緑
川
絵
図
」に
よ
っ

て
わ
か
り
ま
す
。
献
上
用
の
藩
御
用

と
し
て
マ
ル
メ
ロ
が
最
も
盛
ん
に
栽

太
郎
兵
衛
渡
し
跡
は
旧
緑
川
（
現

浜
戸
川
）
の
下
流
に
あ
り
、
民
営
の

渡
し
舟
が
１
艘
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

渡
し
が
い
つ
頃
か
ら
あ
る
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、天
保
６
〜
11
年
（
１

８
３
５
〜
４
０
）
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
絵
図
に
は
太
郎
兵
衛
渡
し
の
名

称
が
み
ら
れ
ま
す
。

川
や
海
を
渡
過
す
る
よ
う
な
所
を

渡
し
・
渡
り
と
い
い
、
そ
の
渡
過
方

法
の
う
ち
舟
行
す
る
も
の
を
船
渡

し
・
渡
し
船
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は

原
始
・
古
代
よ
り
行
わ
れ
、
中
世
に

入
る
と
、
諸
国
の
守
護
・
地
頭
ら
が

私
的
に
津
料
・
河
手
と
称
し
て
船
賃

培
さ
れ
た
の
が
「
緑
川
絵
図
」
に
描

か
れ
た
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

19
世
紀
以
降
も
、
走
潟
で
の
マ
ル

メ
ロ
は
栽
培
さ
れ
続
け
、
戦
後
し
ば

ら
く
ま
で
は
走
潟
に
植
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
れ
ば
、
戦
後
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛
ん

に
な
っ
て
以
降
、
走
潟
の
マ
ル
メ
ロ

の
木
は
切
り
取
ら
れ
、
そ
の
場
所
は

ブ
ド
ウ
畑
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
そ
れ
も
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

を
徴
収
し
、
旅
行
者
の
妨
げ
と
な
る

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
近
世
に

入
っ
て
か
ら
は
本
格
的
な
法
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。
渡
賃
は
、
渡
船
場

の
高
札
の
規
定
に
よ
り
ま
す
が
、
一

般
に
武
士
・
奉
公
人
や
近
隣
諸
村
の

百
姓
な
ど
は
無
料
で
、
商
人
や
道
者
・

参
詣
者
は
そ
の
荷
物
分
と
共
に
定
額

を
支
払
う
の
が
原
則
で
し
た
。

熊
本
藩
の
銘
菓「
加
世
以
多
」の
原
料

浜
戸
川
の
渡
し

おつぼつ場・マルメロ場太郎兵衛渡し跡

墳
形
は
前
方
後
円
墳
で
、

前
方
部
を
東
側
に
向
け
て
い

ま
す
。
墳
丘
斜
面
に
は
人
頭

大
の
自
然
礫
（
し
ぜ
ん
れ
き
）

や
角
礫
（
か
く
れ
き
）
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
葺
石
を

有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
埴
輪
の
存
在
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

埋
葬
施
設
に
関
す
る
情
報

は
な
く
、
遺
物
も
未
確
認
で

す
。
後
円
部
か
ら
西
側
に
約

10
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
か

ら
土
器
片
２
点
が
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
古
墳
に
伴
う

墳
丘
は
推
定
で
東
西
12

メ
ー
ト
ル
、
南
北
14
メ
ー
ト

ル
の
い
び
つ
な
円
形
を
な
す

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内

部
主
体
は
横
穴
式
石
室
で
す
。

本
古
墳
の
一
番
の
特
色
は
、

装
飾
古
墳
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
舟
の
線
刻
は
宇
土

半
島
に
特
に
集
中
し
て
み
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の

有
力
者
層
の
生
業
や
基
盤
等

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
時

の
海
運
技
術
や
舟
の
構
造
を

知
る
う
え
で
も
貴
重
な
遺
跡

で
す
。
そ
の
他
副
葬
品
の
鉄

も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
不

明
で
す
。
古
墳
の
時
期
は
今

か
ら
約
１
５
５
０
年
前
の
古

墳
時
代
前
期
後
半
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
古
墳
周
辺
に
は
同
じ
古

墳
時
代
前
期
に
属
す
る
古
墳

が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
現
状

で
は
天
神
山
古
墳
の
み
が
単

独
で
存
在
す
る
状
況
で
す
。

通
称
「
千
体
仏
」
は
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰

岩
が
崖
状
に
な
り
露
出
し
た
も
の
を
多
宝

塔
の
形
式
に
作
り
、
そ
の
塔
の
側
面
に
立

像
の
地
蔵
菩
薩
像
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

伝
説
に
よ
る
と
、
弘
法
大
師
（
空
海
）

が
彫
刻
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
そ
れ
よ
り
時
代
が
下
っ
た
室
町
時
代

後
期
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

像
は
立
像
の
地
蔵
菩
薩
を
横
に
並
べ
て

彫
刻
し
た
も
の
で
、
像
の
高
さ
は
20
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
で
す
。
し
か
し
、
姿
も
定
か
で

は
な
い
く
ら
い
傷
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
、

１
０
０
０
体
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
仏
像

も
今
で
は
１
０
０
体
そ
こ
そ
こ
し
か
数
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
長
年
の
風
化
と

樹
根
の
成
長
に
よ
り
、
岩
石
に
亀
裂
が
生

じ
て
、
仏
像
の
部
分
が
落
下
す
る
な
ど
し

て
お
り
、
現
在
で
は
そ
の
一
部
を
残
し
て

い
る
だ
け
で
す
。

こ
の
そ
ば
に
湧
き
出
し
て
い
る
の
が
「
千

体
仏
の
水
。

水
の
質
は
よ
く
、
生
活
用
水
、
ま
た
田

畑
の
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
長
い
こ
と
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
肥
後
名
水
百
選
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

滓
（
て
っ
さ
い
）・
外
部
列
石

の
存
在
な
ど
、
北
部
九
州
と

の
関
連
が
う
か
が
え
、
水
運

を
用
い
た
で
あ
ろ
う
被
葬
者

の
行
動
範
囲
の
広
さ
が
推
測

で
き
ま
す
。

ま
た
、
当
古
墳
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
石
室
は
、
７
世
紀

中
葉
頃
に
存
続
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、

古
墳
時
代
終
末
期
古
墳
の
石

室
構
造
の
変
遷
を
知
る
う
え

で
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

空
海
作
と
の
伝
説
も
あ
る
彫
刻

県
下
最
大
規
模
の
前
方
後
円
墳

舟
の
線
刻
が
あ
る
装
飾
古
墳

千体仏（せんたいぶつ）　宇土市指定史跡

天神山古墳（てんじんやま）　宇土市指定史跡仮又（かりまた）古墳　熊本県指定史跡

粟嶋（あわしま）神社のミニ鳥居くぐり

仮又古墳天神山古墳 マルメロ場
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千体仏 太郎兵衛渡し跡嘉永新川粟嶋神社

走
潟
・
緑
川
・
網
津

走
潟
・
緑
川
・
網
津



イ
ギ
リ
ス
の
海
藻
学
者
と
し
て
著

名
だ
っ
た
ド
ゥ
ル
ー
女
史
は
「
ノ
リ

は
、
夏
の
間
、
糸
状
体
で
過
ご
す
」

こ
と
を
発
見
し
、
親
交
が
あ
っ
た
九

州
大
学
教
授
の
瀬
川
宗
吉
に
手
紙
と

論
文
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

瀬
川
か
ら
聞
い
た
熊
本
県
水
産
試
験

場
技
師
の
太
田
扶
桑
男
が
、
ノ
リ
の

あ
じ
さ
い
花
見

　
（
住
吉
自
然
公
園
）

　
６
月
中
旬
〜
下
旬

季
節
に
な
る
と
約
二
千
株
の
紫
陽
花

が
咲
く
自
然
公
園
で
す
。ま

た
、
公
園

か
ら
は
有
明
海
が

一
望
で
き
、
金
峰

山
や
雲
仙
普
賢

岳
も
眺
望
で
き

ま
す
。

人
工
採
苗
の
研
究
を
続
け
、
昭
和
28

年
（
１
９
５
３
）
10
月
、
遂
に
成
功

し
ま
し
た
。

人
工
採
苗
に
よ
っ
て
ノ
リ
の
養
殖

技
術
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
宇
土
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
ノ
リ
漁
民
に
大

き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
人
工
採
苗
を
可
能
に
し
た

ド
ゥ
ル
ー
女
史
の
功
績
を
讃
え
て
、

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
４
月
14
日

に
当
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
毎
年
４
月
14
日
に
は
記
念
碑
の

前
に
ノ
リ
関
係
者
が
集
ま
り
「
ド
ゥ

ル
ー
祭
」
が

開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

紫
陽
花
マン
ド
リ
ンコン
サ
ー
ト

　
（
住
吉
自
然
公
園
）

住
吉
自
然
公
園
で
６
月
中
旬
に
開

催
さ
れ
る
花
と
音
の
イ
ベン
ト
で
す
。

ち
ょ
う
ど
満
開
の
ア
ジ
サ
イ
に
囲
ま

れ
た
会
場
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
あ
じ
さ
い
の
歌
」

な
ど
が
演
奏
さ
れ

初
夏
の
風
物
詩
と

なって
い
ま
す
。

海
苔
養
殖
の
技
術
を
向
上
さ
せ
た

約
二
千
株
紫
陽
花
の
名
所

ドゥルー女史記念碑
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
の
ア
ジ
サ
イ
の
湯
。

美
し
く
咲
き
誇
る
緋
寒
桜
、
ア
ジ
サ
イ
の
花
に
目

を
楽
し
ま
せ
な
が
ら
や
わ
ら
か
な
感
触
の
温
泉
は

さ
っ
ぱ
り
と
、
し
っ
と
り
と
、
体
と
心
を
と
き
ほ

ぐ
し
て
く
れ
る
よ
う
。 

１
０
０
％
天
然
温
泉
。
ア

ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
大
浴
場
、
サ
ウ
ナ
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
も
完
備
。

○
営
業
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

○
休
館
日

第
１
・
第
３
月
曜
日
／
12
月
31
日
／
１
月
１
日

Ｔ
Ｖ
の
Ｃ
Ｍ
で
、
一
躍
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

干
満
の
差
が
激
し
い
海
で
海
苔
養

殖
・
採
貝
を
営
む
漁
業
者
の
た
め
に

昭
和
54
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
潮

の
干
満
の
差
に
よ
っ
て
、
海
の
中
に

電
柱
が
立
ち
並
ぶ
光
景
は
、
干
潮
の

２
時
間
前

後
が
見
頃

で
す
。
隣

の
長
浜
漁

港
に
も
２

つ
の
海
床

路
が
あ
り

ま
す
。

１
号
横
穴
墓
と
７
号
横
穴
墓

以
外
の
横
穴
墓
は
改
変
が
著
し

く
、
玄
室
規
模
な
ど
を
明
ら
か

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
調
査
で
遺

物
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

群
形
成
の
時
期
な
ど
は
不
明
で

す
が
、
７
世
紀
前
半
頃
の
土
器

が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
横

穴
墓
の
築
造
も
し
く
は
追
葬
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

宇
土
半
島
に
お
い
て
数
少
な

い
横
穴
墓
群
の
ひ
と
つ
で
す
。

本
地
域
で
は
、
横
穴
式
石
室
を

主
体
と
す
る
中
小
規
模
の
円
墳

が
散
在
的
に
分
布
し
、
密
集
状

態
で
築
造
さ
れ
た
小
円
墳
や
横

穴
墓
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
群
集

墳
の
形
成
が
極
め
て
希
薄
で
す
。

本
地
域
に
お
け
る
古
墳
時
代
後

期
・
終
末
期
古
墳
文
化
の
特
色

と
し
て
重
要
で
す
。

宇
土
半
島
で
は
数
少
な
い
横
穴
墓
群

ゆ
っ
た
り
で
き
る
公
営
温
泉

不
思
議
な
風
景

小部田横穴墓群（こべたよこあなぼぐん）　宇土市指定史跡

住
吉
自
然
公
園

枕
草
子
や
伊
勢
物
語
に
出
て
く
る

島
で
あ
り
、
古
代
か
ら
著
名
な
島
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
波
に
よ
る
侵
食
は
ほ
と

ん
ど
受
け
て
お
ら
ず
、
昔
の
ま
ま
の
大

き
さ
と
思
わ
れ
ま
す
。

頂
上
に
は
高
さ
１
．
３
メ
ー
ト
ル
、

幅
１
．
１
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
鳥
居
が

建
ち
、正
面（
北
側
）に
は「
住
吉
神
社
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
年
も
前
に
地
方
の
岩
礁
が

な
ぜ
都
に
知
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つい
て

は
、
当
時
の
交
通
手
段
が
ほ
と
ん
ど
舟

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
熊
本
に

入
る
玄
関
口
で
あ
る
緑
川
河
口
の
近
く

に
位
置
す
る
た
わ
れ
島
が
知
ら
れ
た
の

は
自
然
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

枕
草
子
を
書
い
た
清
少
納
言
の
父

親
は
肥
後
国
司
と
し
て
中
央
か
ら
派

遣
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
伊
勢
物
語
に
も
い
え
ま
す
。
在
原

業
平
の
義
父
で
あ
る
紀
有
常
は
肥
後

権
守
で
あ
り
、
従
兄
弟
の
在
原
安
貞

も
肥
後
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

住
吉
神
社

１
０
７
１
年（
延
久
３
）、肥
後
国
司
・

菊
池
則
隆
が
海
上
安
全
の
祈
願
所
と

し
て
、大
阪
の
住
吉
神
社
の
分
霊
を
祀
っ

た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
住
吉
灯
台
の
由
来
】

住
吉
灯
台
は
、
肥
後
細
川
藩
４
代

藩
主
細
川
宣
紀
が
江
戸
参
勤
の
為
山

口
県
周
防
灘
を
航
海
中
に
暴
風
雨
に

逢
い
、
住
吉
神
社
を
遥
拝
し
て
難
を

免
れ
た
お
礼
に
、享
保
９
年（
１
７
２
４
）

こ
の
地
に
高
灯
籠
を
寄
進
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

灯
台
が
あ
る
小
高
い
山
頂
の
住
吉
神

社
は
、
肥
後
の
国
司
で
あ
っ
た
菊
池
則

隆
が
海
上
安
全
の
祈
願
所
と
し
て
、

摂
津
住
吉
宮
に
詣
で
て
大
神
の
分
霊
を

奉
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
有
明
海
か

ら
緑
川
を
通
り
熊
本
に
入
る
上
で
の
玄

関
口
と
し
て
、
こ
の
地
は
海
上
航
路
の

要
衝
で
あ
った
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

古
代
肥
後
の
玄
関
口
で
あ
っ
た

ス
タ
ジ
イ
林
は
環
境
省
指
定

風流島（たはれじま・たばこじま）住吉神社と住吉灯台

紫陽花マンドリンコンサート

枕草子：島は八十島。浮島。たはれ島。絵島（後略）

〝
あ
じ
さ
い
の
湯
〞
か
ら
網
津
川

の
上
流
に
行
く
と
懐
か
し
い
里
山
の

風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。
清
流
な
ら

で
は
の
芹
（
ク
レ
ソ
ン
）
が
自
生
す

る
川
、
段
々
の
棚
田
、
天
草
か
ら
の

参
勤
交
代
用
に
架
け
ら
れ
た
眼
鏡
橋

な
ど
、
歴
史
と
自
然
の
残
る
里
山
の

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

美
し
い
自
然
が
残
る

長部田海床路（ながべたかいしょうろ） あじさいの湯

地
域
の
歴
史
を
語
る
石
碑

野鶴町伊津野の板碑（のづるまちいづののいたび）
名
に
し
お
は
ば 

あ
だ
に
ぞ
あ
る
べ
き 

た
は
れ
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ 

着
る
と
い
ふ
な
り
（
伊
勢
物
語
）

網津（あみつ）の里山

現
在
の
野
鶴
町
伊
津
野
地
区

に
は
16
世
紀
の
石
造
物
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

中
世
の
干
潟
か
ら
台
地
上
の

伊
津
野
集
落
へ
の
登
り
口
、
つ
ま

り
干
潟
に
面
し
た
村
の
入
口
の
壁

面
の
大
石
は
、
永
正
18
年
（
１
５

２
１
）
８
月
26
日
に
有
明
海
を

襲
っ
た
台
風
が
高
潮
を
引
き
起
こ

し
た
と
き
、
大
石
が
高
潮
に
よ
っ

て
洗
わ
れ
、
村
の
入
口
に
姿
を
現

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
に

は
そ
の
経
緯
と
た
く
さ
ん
の
法
名

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
高
潮
は
伊
津
野
村

の
多
く
の
人
々
の
命
を
奪
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
大
災
害
に
よ
る
痛

ま
し
い
犠
牲
者
を
供
養
す
る
法
会

を
共
同
で
執
行
し
、
そ
の
事
実
を

永
遠
に
忘
れ
ま
い
と
誓
っ
た
人
々

は
、
伊
津
野
村
の
百
姓
と
そ
の
家

族
と
考
え
ら
れ
、
戦
国
期
宇
土
地

域
に
お
け
る
村
共
同
体
の
存
在
と

百
姓
の
生
き
た
声
を
伝
え
る
、
極

め
て
貴
重
で
、
全
国
的
に
み
て
も

珍
し
い
文
化
財
で
あ
り
、
歴
史
資

料
で
す
。

網津の里山長部田海床路あじさいの湯伊津野の板碑 風流島
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走
潟
・
緑
川
・
網
津

走
潟
・
緑
川
・
網
津



古
墳
時
代
の
石
棺
は
船
を
使
っ
て
運

ば
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と

を
検
証
す
る
た
め
に
石
棺
を
復
元
し
、

大
阪
ま
で
船
で
運
ぶ
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
２
０
０
５
年
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
７
月
24
日
に
宇
土
マ
リ
ー

ナ
を
出
航
。
１
ヶ
月
余
り
の
航
海
を
経

て
、
８
月
26
日
に
目
的
地
の
大
阪
南
港

（
大
阪
市
）
に
到
着
し
ま
し
た
。
現
在
、

海
王
や
石
棺
な
ど
は
宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

馬
門
石
で
復
元
さ
れ
た
重
さ

約
６
．
７
ト
ン
の
石
棺
と
、
そ
れ

を
運
ぶ
木
ゾ
リ
の
修
羅

今
か
ら
千
五
百
年
前
、
馬
門
石
で
造
っ
た
石
棺
が
近

畿
地
方
ま
で
運
ば
れ
、
そ
の
石
棺
に
納
め
ら
れ
た
人
物

が
、
当
時
の
大
王
ク
ラ
ス
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
が
、

近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近
畿
と
宇
土
と
の

関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
歴
史
の
世
界
に
新
た

な
謎
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

馬
門
石

今
か
ら
約
９
万
年
前
、
阿
蘇
山
の

大
爆
発
で
流
れ
出
た
火
砕
流
が
冷
え

て
固
ま
っ
て
出
来
た
阿
蘇
溶
結
凝
灰

岩
の
う
ち
、
宇
土
市
網
津
地
区
馬
門

付
近
に
産
す
る
も
の
を
馬
門
石
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

宇
土
市
網
津
町
・
網
引
町
は
、
中

世
に
は
利
用
が
減
少
す
る
も
の
の
、

古
墳
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
連

綿
と
採
掘
さ
れ
て
き
た
馬
門
石
（
阿

蘇
溶
結
疑
灰
岩
）
の
産
地
で
す
。
な

か
で
も
、
ピ
ン
ク
色
の
色
調
を
帯
び

た
も
の
に
特
徴
が
あ
り
、
古
墳
時
代

に
は
瀬
戸
内
か
ら
畿
内
に
か
け
て
の

特
に
有
力
な
権
力
者
の
棺
に
用
い
ら

れ
た
ほ
か
、
江
戸
時
代
に
は
藩
の
御

用
石
と
な
り
、
改
修
さ
れ
た
轟
泉
水

道
の
石
製
の
樋
管
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

馬
門
石
切
丁
場
跡
は
網
津
川
左
岸

に
所
在
し
て
い
ま
す
。
灰
黒
色
と
ピ

ン
ク
色
の
馬
門
石
が
主
要
な
色
調

で
、
一
部
に
ベ
ー
ジ
ュ
色
や
オ
レ
ン

ジ
色
の
露
頭
も
存
在
し
ま
す
。

野
添
石
切
丁
場
跡
は
網
津
川
右
岸

の
野
添
山
南
側
か
ら
西
側
山
麓
に
位

置
し
ま
す
。
灰
黒
色
と
灰
白
色
の
馬

門
石
が
野
添
山
南
西
側
山
麓
を
中
心

に
分
布
し
ま
す
。

清
辻
石
切
丁
場
跡
も
野
添
石
切
丁

場
跡
と
同
様
に
灰
黒
色
や
灰
白
色
の

馬
門
石
が
主
体
で
す
が
、
一
部
に
ピ

ン
ク
色
の
馬
門
石
も
分
布
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
石
切
丁
場
を
ま
と
め
て

馬
門
石
石
切
場
跡
と
い
い
ま
す
。

馬
門
石
・
石
切
場
跡

宇
土
半
島
周
辺
で
馬
門
石
を
使
用

し
た
古
墳
と
し
て
最
も
古
い
の
は
、

５
世
紀
前
半
の
長
砂
連
古
墳
の
石
質

材
で
す
。
以
後
、
ヤ
ン
ボ
シ
塚
古
墳
、

千
金
甲
古
墳
、
鴨
籠
古
墳
、
井
寺
古

墳
等
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
頃
、

岡
山
県
吉
備
地
方
の
造
山
古
墳
に
灰

黒
色
の
馬
門
石
製
の
石
棺
が
運
ば
れ

て
い
ま
す
。
５
世
紀
末
か
ら
６
世
紀

前
半
に
な
る
と
ピ
ン
ク
色
や
ベ
ー

ジ
ュ
色
の
馬
門
石
が
大
阪
府
峯
ケ
塚

古
墳・長
持
山
古
墳
等
の
河
内・大
和
・

摂
津
の
天
皇
や
、
そ
れ
を
支
え
た
有

力
豪
族
の
棺
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
継
体
大
王
（
天
皇
）
陵
と
考

え
ら
れ
て
い
る
大
阪
府
高
槻
市
今
城

塚
古
墳
、
滋
賀
県
野
洲
市
円
山
古
墳
、

甲
山
古
墳
に
も
運
ば
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
古
墳
に
運
ば
れ
た
時
期
は

地
元
で
ピ
ン
ク
石
は
全
く
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
近
畿
地
方
の
有

力
豪
族
専
門
の
石
と
し
て
用
い
ら
れ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

６
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
椿
原
古

墳
や
梅
崎
古
墳
、
城
塚
古
墳
、
御
殿

山
古
墳
等
の
宇
土
半
島
基
部
の
古
墳

で
以
前
と
同
じ
よ
う
に
ピ
ン
ク
色
の

馬
門
石
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

６
世
紀
末
頃
、
再
び
馬
門
石
の
石

棺
が
近
畿
地
方
へ
運
ば
れ
、
推
古
女

帝
と
そ
の
子
竹
田
皇
子
が
合
葬
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
奈
良
県
植
山
古
墳
か

ら
馬
門
石
製
の
石
棺
が
完
全
な
形
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
推
古
女
帝

の
甥
・
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
大
阪
市

四
天
王
寺
南
大
門
正
面
に
、
馬
門
石

の「
礼
拝
石
」が
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、

宇
土
と
推
古
女
帝
と
の
関
係
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
古
墳

時
代
か
ら
一
転
、
大
型
の
馬
門
石
製

品
は
造
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
13

世
紀
中
頃
の
鎌
倉
時
代
の
浄
土
宗
寺

院（
宇
土
市
西
光
院
）に
建
長
２
年（
１

２
５
２
）
銘
の
五
輪
塔
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
室
町
時
代
に
か
け
て
も
供

養
塔
や
墓
石
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
熊

本
市
御
幸
木
部
遺
跡
、
宇
城
市
松
橋

町
長
傳
寺
跡
か
ら
五
輪
塔
・
宝
篋
印

塔
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
塔

（
墓
石
）
が
主
で
、
そ
の
発
見
例
も

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

馬
門
石
の
２
期
目
の
最
盛
期
。
轟

泉
水
道
の
大
改
修
で
大
量
に
馬
門
石

が
採
掘
さ
れ
て
以
降
、
肥
後
細
川
藩

の
管
理
下
に

お
か
れ
、
熊

本
平
野
周

辺
・
宇
土
・

玉
名
地
方
で

橋
や
井
樋

（
水
門
）・
鳥

居
・
祠
な
ど

の
公
共
施
設
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
石
を
監
督
す
る
役
人
「
赤
石
場
見

締
役
」
を
置
き
、
１
８
１
６
年
か
ら

１
８
４
３
年
ま
で
は
、
中
園
英
之
助

（
肥
後
細
川
藩
御
山
支
配
役
）
が
そ

の
役
職
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

廃
藩
に
よ
っ
て
、
馬
門
の
石
工
衆

は
藩
の
保
護
を
失
い
、
自
立
の
道
を

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
17

年
（
１
８
８
４
）
に
石
工
職
５
戸
、

赤
板
石
３
５
０
０
枚
を
出
荷
し
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
公
共
物
の
祠
・

記
念
碑
・
石
柱
だ
け
で
な
く
、
私
的

な
施
設
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。流
し
、下
水
溝
、石
畳
、炉
、

個
人
井
戸
な
ど
多
様
で
す
。
昭
和
35

年
頃
ま
で
は
、
盛
ん
に
採
掘
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
出
現
に
よ
り
次
第
に
衰
退

し
て
い
き
ま
し
た
。

【
古
墳
時
代
】

【
鎌
倉
・
室
町
時
代
】

【
明
治
以
降
】

【
江
戸
時
代
】

馬門石・石切場跡（まかどいし・いしきりばあと）

ま
　  

か 

ど     

い 

し

古
代
船「
海
王
」と
丸
太
船「
有
明
」

石
棺
と
修
羅

大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海

　
　（
宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
展
示
）

長持山古墳
5世紀後半
直径約20mの円墳。２号石棺
（写真左）は舟形石棺で蓋は黒
灰色の疑灰岩，身には馬門石を
使用。畿内でも馬門石製石棺と
しては古い時期に属する。

甲山古墳
6世紀前半
琵琶湖の東に位置する直径34mの円墳。
横穴式石室に大きな馬門石を刳り抜いた
家形石棺が納められている。

椿原古墳
発見当時，墳丘の盛土はかなり流失・削平されており，主体部の横
穴式石室も玄門部の天井石が露出した状態でしたが，周溝や列
石の状況から方墳であることが確認されました。
副葬品は多くの須恵器（すえき）や土師器（はじき），鉄器などが石
室や周溝，墓道から出土しました。羨道部（せんどうぶ）床面直上で
出土した刀子（とうす）１点を除き，大半は元の位置をとどめておら
ず，古墳の破壊などに伴う流れ込みと推定されます。
本古墳の築造年代は，７世紀の初め頃と考えられ，７世紀前半
代を通じて追葬や祭祀行為が行われたと考えられます。
当古墳の特色として最も重要と考えられることは，
方墳を採用している点です。熊本県内に
おける方墳は，後・終末期古墳では椿原
古墳が唯一の事例であり，その他の点
からも熊本県下の古墳時代終末期を
語るうえで極めて
重要な古墳です。

植山古墳
6世紀末
東西40×南北27mの方形墳。
西石室が継体大王の孫である
推古女帝，東石室は子の竹田
皇子で，それぞれ馬門石製の家
形・石棺に葬られた。皇子の石
棺は，完全な形で見つかったが，
女帝の棺は大阪府太子町へ改
葬された。

彫刻シンポジウム 馬門石大王のひつぎ
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１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
開
業
。
熊
本
県
内
で
最
も
古

い
木
造
駅
舎
で
す
。

三
角
線
の
中
程
に
あ
る

こ
の
駅
は
、
蒸
気
機
関
車

の
給
水
場
が
設
け
ら
れ
、

機
関
士
た
ち
が
一
服
す
る

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

網
田
神
社
は
、
阿
蘇
神
社

系
の
「
農
業
神
社
」
で
す
。

近
衛
天
皇
の
天
養
元
年（
１

１
４
４
）
９
月
に
菊
池
経
直

と
宇
治
友
孝(

阿
蘇
大
宮
司)

の
協
議
に
よ
り
、
下
網
田
の

木
藤
三
に
社
殿
を
建
立
し
、

祭
神
と
し
て
建
磐
龍
命
・
阿

蘇
津
比
咩
命
・
速
瓶
玉
命
・

神
武
天
皇
・
菊
池
経
隆
公
を

祀
り
、
附
近
一
帯
の
田
畑
を

社
領
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
故
か
明
暦
２
年
（
１
６
５

６
）
に
現
在
地
へ
遷
宮
さ
れ

て
い
ま
す
。

鳥
居
か
ら
本
殿
に
向
か
っ

て
右
側
に
あ
る
の
が
「
日
の

赤
瀬
町
、
下
網
田
町
の
網
田
海
岸
一
帯
は
、

砂
岩
と
泥
岩
の
岩
相
が
交
互
に
洗
濯
板
状
と

な
る
岩
盤
と
遠
浅
の
海
浜
に
で
き
る
砂
紋
が

特
徴
で
す
。

有
明
海
は
全
国
で
も
満
潮
・
干
潮
の
差
が

大
き
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
干
潮
時
に
は
砂
浜

に
波
の
形
の
よ
う
な
大
き
な
曲
線
模
様
が
現

れ
ま
す
。
こ
の
紋
様
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
る

光
景
は
美
し
く
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

網
田
海
岸
は
別
名
御
輿
来
海
岸
と
い
わ
れ

て
お
り
、
景
行
天
皇
が
熊
襲
（
く
ま
そ
／
南

九
州
地
域
の
族
名
）
を
平
定
し
た
そ
の
帰
り

道
、
風
や
波
に
洗
わ
れ
て
出
来
た
珍
し
い
大

き
な
岩
が
一
帯
に
あ
り
、
あ
ま
り
の
珍
し
さ

に
し
ば
ら
く
御
興
を
と
め
た
の
で
、
こ
の
海

岸
が
お
こ
し
き
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
に
道
路
が
出
来

た
た
め
に
岩
の
大
半
が
削
ら
れ
、
さ
ら
に
明

治
32
年（
１
８
９
９
）に
鉄
道
が
出
来
た
た
め
、

大
き
な
岩
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
現
在
の
よ

う
な
景
観
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま

だ
往
時
の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
」、
左
側
に
あ
る
の
が
「
雨

の
宮
」、
ま
た
、
護
国
堂
（
右

手
前
）
は
昭
和
15
年
４
月
に

建
立
さ
れ
、
西
南
の
役
か
ら

太
平
洋
戦
争
（
戦
病
者
）
ま

で
の
２
８
０
余
柱
を
合
祀
し

て
あ
り
ま
す
。
そ
の
手
前
の

小
さ
な
堂
は
「
太
子
堂
」
で

昭
和
25
年
９
月
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、祭
神
は
「
聖

徳
太
子
」
で
す
。

景
行
天
皇
が

御
輿（
み
こ
し
）を
と
め
て
観
入
ら
れ
た

県
内
最
古
の
木
造
駅
舎

愛
ら
し
い
仁
王
さ
ん
像
が
お
出
迎
え

御輿来（おこしき）海岸（網田海岸一帯）　宇土市指定名勝

網田（おうだ）駅

網田（おうだ）神社

網田神社
網田駅

宇
土
市
網
津
町
馬
門
の
大
歳
神
社

に
あ
る
ク
ス
ノ
キ
で
す
。

幹
囲
は
14
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、

宇
土
市
の
樹
木
の
中
で
は
最
も
巨
大

で
す
。

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
当
時
は

中
央
に
あ
っ
た
枝
が
枯
れ
た
た
め

か
、
大
穴
が
開
き
、
ど
の
枝
（
５
本
）

永
承
年
間
（
今
か
ら
９
５
０
年
頃

前
）
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
神
社

で
す
。
こ
の
神
社
の
近
く
に
は
古
く

か
ら
馬
を
飼
育
す
る
牧
場
が
存
在

し
、
そ
の
牧
場
の
守
護
神
と
し
て
こ

の
神
社
が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
在
、
当
時
の
建
物
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
文
化
４
年
（
１
８

０
７
年
）
に
つ
く
ら
れ
た
馬
門
石
製

の
鳥
居
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神

社
の
銀
杏
は
、
市
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
斜
上
し
、
オ
オ
イ
タ
ビ
が
下
が
っ

て
異
形
を
な
し
て
い
た
と
い
う
記
録

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
樹
勢
が
衰
え

始
め
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
に

は
オ
オ
イ
タ
ビ
の
除
去
が
行
わ
れ
、

翌
年
に
は
各
大
枝
に
支
柱
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
以
前
よ
り
も
樹

勢
は
回
復
し
か
け
て
い
る
も
の
の
、

主
幹
部
分
を
中
心
に
傷
み

が
激
し
く
、
ま
た
主
幹
か

ら
伸
び
た
５
本
の
大
枝
の

枝
先
も
枯
死
し
た
部
分
が

目
立
ち
、
若
い
枝
が
少
な

い
た
め
、
依
然
と
し
て
油

断
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

幹
囲
14
メ
ー
ト
ル
の
大
ク
ス

牧
場
の
守
り
神

歳の神（としのかみ）の楠　宇土市指定天然記念物牧（まき）神社

江
戸
時
代
末
に
造
ら
れ
た
ア
ー
チ

式
の
眼
鏡
橋
群
で
、
５
基
が
現
存
し

て
い
ま
す
。

架
橋
当
時
の
姿
は
残
っ
て
い
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
も
地
元
の

人
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
網
津
橋

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）
４
月
に

新
橋
架
設
の
た
め
に
解
体
さ
れ
、

石
材
は
宇
土
市
教
育
委
員
会
で
保

管
し
て
い
ま
す
。

馬
門
橋

道
路
舗
装
に
よ
り
上
部
が
舗
装
さ

れ
、欄
干
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、ア
ー

チ
部
分
に
眼
鏡
橋
の
姿
が
残
っ
て

い
ま
す
。

『
肥
後
国
誌
』
に
よ
る
と
、
当
社

は
白
鹿
を
崇
め
祀
っ
て
お
り
、
寛

治
２
年
（
１
０
８
８
）
に
菊
池
武

章
が
造
立
し
た
と
あ
り
ま
す
。
し

か
し
菊
池
武
章
と
い
う
人
物
は
系

図
に
は
み
え
ず
、
菊
池
則
隆
の
子

経
隆
の
代
の
人
で
あ
る
と
い
う
注

釈
が
あ
り
ま
し
た
。

境
内
に
は
火
砕
流
堆
積
物
の
下

か
ら
湧
出
し
、
池
を
作
っ
て
い
る

湧
水
が
あ
り
、
肥
後
名
水
百
選
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
網
津
川
支
流
・

白
鹿
川
の
源
流
で
、
こ
の
湧
泉
か

馬
立
橋

道
路
舗
装
と
県
道
拡
張
に
よ
り
欄

干
が
撤
去
さ
れ
、
上
部
が
舗
装
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
チ
部
分
も
セ

メ
ン
ト
で
覆
わ
れ
て
眼
鏡
橋
の
姿

は
あ
り
ま
せ
ん
。

網
引
橋

道
路
拡
張
の
た
め
上
部
が
舗
装
さ

れ
て
い
ま
す
。

タ
カ
フ
ネ
橋

道
路
拡
張
に
よ
り
舗
装
さ
れ
欄
干

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
チ
部
分
に

眼
鏡
橋
の
石
材
（
馬
門
石
）
が
み

ら
れ
ま
す
。

猪
伏
橋

ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

ら
流
れ
出
た
水
は
網
津
川
と
な
り
、

北
流
し
て
有
明
海
に
注
ぎ
ま
す
。

祭
神
の
天
御
中
主
神
は
、
古
く

か
ら
信
仰
さ
れ
た
神
で
は
な
く
、

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
神
話
形

成
の
か
な
り
新
し
い
段
階
で
、
諸

物
生
成
の
神
で
あ
る
ム
ス
ビ
２
神

と
あ
わ
せ
て
数
を
３
に
整
え
る
た

め
に
作
ら
れ
た
神
で
、
現
在
こ
の

神
を
祭
る
神
社
は
、
北
辰
社
・
妙

見
社
が
明
治
以
降
祭
神
を
こ
の
神

に
改
め
た
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
末
期
の
ア
ー
チ
式
橋

境
内
に
は
肥
後
名
水
百
選
の
湧
水
も

網津川眼鏡橋群　宇土市指定有形文化財白鹿（びゃくらく）神社

御
輿
来（
お
こ
し
き
）海
岸

網田神社網田駅 網津川眼鏡橋群
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本
来
は
直
径
約
20
〜
25

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
田
平
城
跡

の
一
角
に
あ
る
た
め
、
墳
丘

の
改
変
が
著
し
く
明
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
墳
に
つ
い
て
最
も
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
古
墳
の
石
室
が
著
し
く
古

式
の
様
相
を
備
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
熊
本
県

内
だ
け
で
な
く
九
州
の
な
か

で
も
最
も
早
い
時
期
に
属
す

る
横
穴
式
石
室
の
ひ
と
つ
に

あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
す
。

田
平
城
の
築
城
年
代
及
び

築
城
者
に
つ
い
て
の
記
録
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
宇
土
城
の
支
城

（
本
城
を
守
る
よ
う
に
配
置
さ

れ
た
補
助
的
役
割
を
持
つ
出

城
・
砦
・
陣
屋
な
ど
の
こ
と
）

の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
思
わ

れ
、
当
時
は
網
田
城
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
１
６
世

紀
中
頃
以
降
の
遺
物
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
鉄
砲
玉
と
共
に
玉
の

鋳
型
が
み
つ
かっ
た
こ
と
は
、
天

正
８
年
（
１
５
８
０
）
に
薩
摩

本
古
墳
は
九
州
、
い
い
か

え
れ
ば
日
本
に
大
陸
か
ら
横

穴
式
石
室
が
導
入
さ
れ
た
４

世
紀
末
頃
か
ら
さ
ほ
ど
時
間

を
お
か
な
い
時
期
に
採
用
さ

れ
た
初
期
の
横
穴
式
石
室
で

あ
り
、
県
内
で
も
有
数
の
古

墳
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

直
径
約
25
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

で
す
。

主
体
部
は
横
穴
式
石
室
で

す
が
、
玄
室
石
材
の
抜
き
取

り
を
は
じ
め
と
し
た
玄
室
上

部
か
ら
の
大
が
か
り
な
破
壊

を
受
け
て
お
り
、
早
い
段
階

に
盗
掘
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
古
墳
の
特
色
の
ひ
と
つ

に
２
種
類
の
装
飾
が
施
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
は
直
径
12
．
７
セ

ン
チ
の
円
文
で
、
２
ヶ
所
で
確

認
さ
れ
、
も
う
ひ
と
つ
は
細
い

線
刻
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
船
で

す
。
古
墳
内
部
に
描
か
れ
た

船
と
し
て
は
日
本
で
最
も
古
い

も
の
で
す
。

石
室
内
は
盗
掘
を
受
け
て

い
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
副
葬
品

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

わ
ず
か
に
出
土
し
た
遺
物
や

石
室
の
構
造
か
ら
考
え
る
と
、

築
造
時
期
は
５
世
紀
前
半
代

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

の
島
津
氏
に
攻
め
ら
れ
た
と
い

う
記
録
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う

な
貴
重
な
発
見
で
す
。

後
に
名
和
家
（
名
和
顕
孝
）

が
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
所
領

が
入
れ
替
え
ら
れ
、
小
西
行
長

が
肥
後
南
半
分
を
支
配
す
る

と
、
田
平
城
は
役
目
を
終
え
て

廃
城
に
なった
と
思
わ
れ
ま
す
。

五
世
紀
前
半
の
円
墳

横
穴
式
石
室
で
県
内
有
数
の
古
さ

網
田
城
と
呼
ば
れ
て
い
た

ヤンボシ塚古墳　宇土市指定史跡

昭
和
40
年
か
ら
平
成
８
年

ま
で
天
皇
家
の
献
上
品
と
な
っ

た
網
田
ネ
ー
ブ
ル
。

宇
土
市
上
網
田
町
は
全
国

の
ネ
ー
ブ
ル
四
大
産
地
の
ひ
と

つ
で
す
。

ネ
ー
ブ
ル
は
小
さ
な
果
肉

を
内
蔵
し
た
へ
そ
の
意
味
で
種

子
な
し
が
特
長
で
す
。

19
世
紀
初
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
の

バ
イ
ア
州
で
、 

セ
レ
ク
タ
オ
レ
ン

ジ
の
枝
変
わ
り
と
し
て
発
生
、

こ
れ
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ

農
務
省
に
送
り
、
１
８
７
３

年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
オ
レ
ン

ジ
産
業
の
隆
盛
の
基
礎
と
な

り
ま
し
た
。

１
８
８
９
年
日
本
（
和
歌

山
県
）
に
伝
わ
る
。

１
９
０
０
年
当
時
の
徳
久

知
事
が
技
師
を
和
歌
山
県
に

派
遣
し
、
柑
橘
苗
を
と
り
寄

せ
、
そ
の
中
か
ら
頂
い
た
ワ
シ

ン
ト
ン
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
30

本
、
温
州
蜜
柑
20
本
を
中
園

順
次
氏
が
網
田
に
植
え
付
け

た
こ
と
か
ら
網
田
ネ
ー
ブ
ル
の

歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

献
上
品
に
な
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
ネ
ー
ブ
ル

城二号（じょうにごう）墳　宇土市指定史跡田平城（たびらじょう）跡

網
田
焼
は
熊
本
城
下
の
細

工
町
別
当
忠
助
が
天
草
の
高
浜

焼
に
従
事
し
て
い
た
山
道
喜
右

衛
門
ら
を
招
き
、寛
政
４
年（
１

７
９
２
）に
開
窯
を
願
い
出
て
、

翌
年
か
ら
焼
成
を
始
め
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
実
上
、
藩
営

の
窯
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お

り
、
初
期
は
繊
細
で
質
の
高
い

作
品
が
多
く
、
肥
後
細
川
藩
の

保
護
の
も
と
幕
府
や
大
名
へ
の

贈
り
物
と
し
て
焼
か
れ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
30
年
ほ
ど
で
細

川
藩
の
保
護
が
打
ち
切
ら
れ
る

と
、
作
品
の
質
は
徐
々
に
低
下

し
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

に
は
生
産
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

中
園
邸
は
、
江
戸
時
代
に
宇
土
郡
の
御
山

支
配
役
を
務
め
て
い
た
中
園
家
の
居
宅
で
す
。

建
築
年
代
は
、
六
代
目
英
之
介
の
時
代
の
も

の
で
、
当
時
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天

保
３
年
（
１
８
３
３
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

平
面
は
６
間
取
形
式
で
東
側
に
土
間
、
釜

屋
を
取
り
、
西
側
に
６
部
屋
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
６
部
屋
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
部

屋
は
10
畳
の
座
敷
で
あ
り
、
床
、
棚
、
付
書

院
を
備
え
、
南
か
ら
西
に
縁
が
設
け
ら
れ
て
、

庭
に
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
座
敷
の
西
に
接

現
在
、
網
田
焼
の
陶
工
の

監
督
を
務
め
て
い
た
中
園
家
の

居
宅
が
修
復
・
整
備
さ
れ
て
公

開
さ
れ
て
お
り
、
併
設
さ
れ
た

土
蔵
づ
く
り
の
展
示
室
に
は
、

江
戸
時
代
か
ら
の
網
田
焼
の
作

品
を
は
じ
め
、
網
田
焼
に
関
す

る
様
々
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

網
田
焼
は
熊
本
城
下
の
細

工
町
別
当
忠
助
が
天
草
の
山

道
喜
右
衛
門
ら
を
招
き
、
寛

政
４
年
（
１
７
９
２
）
に
開

窯
を
願
い
出
て
、
翌
年
か
ら

焼
成
を
始
め
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

網
田
焼
は
熊
本
藩
の
保
護

政
策
も
あ
り
、
順
調
に
成
長

を
続
け
、
寛
政
10
年
（
１
７

９
８
）に
は
藩
窯（
は
ん
よ
う
）

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
繁
栄
も
長
く

は
続
か
ず
、
藩
窯
と
な
っ
て

30
年
後
に
は
民
窯
に
も
ど
り
、

作
品
の
質
は
徐
々
に
低
下
し

て
い
き
ま
し
た
。
一
時
は
８

基
あ
っ
た
と
い
う
窯
も
し
だ

い
に
衰
退
し
て
い
き
、
昭
和

の
は
じ
め
を
最
後
に
作
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
残
っ
て
い
る
窯
跡

は
「
長
尾
新
家
窯
」
の
も
の

で
す
。
窯
は
山
の
斜
面
を
利

用
し
た
「
の
ぼ
り
窯
」
で
、

熱
気
を
窯
全
体
に
平
均
し
て

回
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

現
在
、
網
田
焼
及
び
関
係

資
料
は
網
田
焼
の
里
資
料
館

に
保
存
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

し
て
次
の
間
が
見
ら
れ
、
南
に
玄
関
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
中
園
邸
の

座
敷
と
次
の
間
は
接
客
の
た
め
の
も
の
で
、

茶
の
間
、
台
所
、
北
側
の
２
部
屋
が
家
族
の

た
め
の
部
屋
で
し
た
。

当
邸
は
接
客
を
前
提
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

当
時
の
中
園
家
の
役
職
と
関

係
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般

的
な
庄
屋
住
宅
と
共
通
し
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
の
ぼ
り
窯

幻
の
肥
後
細
川
藩
御
用
や
き
も
の

宇
土
郡
の
御
山
支
配
役
の
居
宅

網田焼窯跡　熊本県指定史跡

網田焼の里資料館

中園邸　宇土市指定有形文化財

網
田
焼
の
里

大人１６０円
小・中学生８０円

大人２００円
小・中学生１００円

開館時間

開 館 日

住　　所

問 合 せ

入 館 料

午前９時～午後４時３０分

土曜日、日曜日、祝祭日
（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）

熊本県宇土市上網田町７８７

網田焼の里資料館
（０９６４－２７－１６２７）

個 人

団 体
（20人以上）

お 

う      

だ      

や 

き

網田ネーブル

網田ネーブルヤンボシ塚古墳田平城跡 網田焼里の資料館中園邸網田焼窯跡城二号墳
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熊
本
県
の
災
害
碑
の
な
か

で
、
同
一
の
災
害
に
よ
る
碑
の

建
立
数
が
群
を
抜
い
て
多
い
も

の
は
、
寛
政
の
大
津
波
に
よ
る

供
養
塔
や
記
念
碑
で
、
熊
本
県

内
で
74
基
確
認
で
き
ま
す
。
寛

政
４
年
（
１
７
９
２
）
に
生
じ

た
普
賢
岳
の
火
山
活
動
に
よ
り

前
山
（
眉
山
）
が
崩
壊
し
、
そ

れ
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
大

津
波
被
害
は
有
明
海
沿
岸
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。犠

牲
者
の
数
は
お
よ
そ
肥
前

で
１
万
人
、
肥
後
で
５
０
０
０

赤
瀬
観
音
堂
に
は
３
本
の
イ

チ
ョ
ウ
の
老
樹
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
１
番
大
き
い
株
が
オ

ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
で
、
実
（
銀

杏
）
と
葉
が
一
緒
に
付
く
全
国

的
に
も
珍
し
い
イ
チ
ョ
ウ
で

す
。こ

の
イ
チ
ョ
ウ
の
株
は
樹
齢

約
１
０
０
〜
１
５
０
年
と
考
え

ら
れ
、
幹
囲
３
．
８
メ
ー
ト
ル
、

幹
は
御
堂
に
向
か
っ
て
傾
斜

し
、
主
幹
は
明
瞭
で
な
く
、
樹

形
は
あ
ま
り
整
然
と
し
て
い
ま

せ
ん
。

木
に
は
地
上
３
メ
ー
ト
ル
以

人
を
数
え
ま
し
た
。『
寛
政
四

年
四
月
朔
日
高
波
記
』
に
よ
る

と
、
宇
土
郡
の
合
計
死
者
数
は

１
２
６
６
人
で
あ
り
、
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

こ
の
塔
は
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
玉
名
郡
、
飽
託
郡
、
宇

土
郡
の
３
ヶ
所
に
同
種
の
供
養

塔
が
造
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
別
名
「
一
郡
一
基
の
塔
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

上
の
と
こ
ろ
に
気
根
が
数
個
み

ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
短
い

も
の
で
、
他
所
の
よ
う
な
長
い

気
根
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
土
地

の
人
は
こ
れ
を
乳
と
呼
び
、
気

根
の
皮
を
煎
じ
て
飲
め
ば
お
乳

の
出
が
よ
く
な
る
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
る
た
め
、
切
り
取
っ

た
り
、
皮
を

削
り
取
っ
た

り
し
た
跡
が

多
く
み
ら
れ

ま
す
。

1
7
9
2
年
島
原
大
変

九
州
に
一
本
し
か
な
い

寛政（かんせい）の津波供養碑　宇土市指定史跡赤瀬（あかせ）オハツキイチョウ　宇土市指定天然記念物

〈動物・植物関連〉
　●天神梅［市指定天然記念物］●船場川両岸の榎［市指定天然記念物］　●宇城鳥獣保護区
〈公　園　関　連〉
　●宇土駅前公園　●城之浦公園　●中央公園　●宇土市運動公園　●城山公園
〈史　　　　　跡〉
　□１ 芭蕉塚　□２ 天草四郎ゆかりの里　□３ 温知館　□４ 宇土城跡（城山）　□５ 草野石瀬・草野蒲川の墓

定府の笹垣（平成7年度第8回くまもと景観賞「緑のある景観」受賞）
定府とは，江戸時代の参勤交代制度において，
参勤交代に随行せず，藩邸の管理等を行うため
江戸に滞在し続けることを指しています。
定府町一帯は，幕末期に参勤交代が廃止された
後，江戸常駐の必要がなくなった藩士達を国許に
受け入れるために急遽造成された一画です。造成
後，一帯には轟泉水道が引き込まれました。
屋敷の外塀として植えられた笹垣が現在も多く残
り，武家屋敷の面影を偲ぶことができます。

創
立
年
代
・
・
・
鎌
倉
時
代
か
？

本
尊
・
・
・
薬
師
如
来

薬
師
堂
は
雄
岳
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
元
徳
３
年
（
１
３
３
１
）
の
墨

書
銘
の
あ
る
薬
師
如
来
１
躯
、
銘
文
の
な

い
薬
師
如
来
１
躯
及
び
十
二
神
将
（
大
半

は
失
わ
れ
て
い
ま
す
）
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
、
薬
師
堂
が
あ
る
寺
域
内

に
は
、
鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
有
す
る
お
び

た
だ
し
い
数
の
五
輪
塔
が
あ
り
、
市
内
で

は
珍
し
い
も
の
で
す
。

か
つ
て
あ
っ
た
本
尊
の
薬
師
如
来
像
の

銘
文
に
よ
る
と
、
元
徳
２
年
（
１
３
３
０
）

閏
６
月
以
来
、
疱
瘡
（
ほ
う
そ
う
／
天
然

痘
の
俗
称
）
が
流
行
っ
た
の
で
こ
れ
を
な

く
す
た
め
に
３
尺
（
約
91
セ
ン
チ
）
の
薬

師
如
来
像
を
造
立
・
供
養
し
た
ら
し
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
廃
寺
と
な
り
長
い
年

月
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
寺
の
名

前
は
不
明
で
し
た

が
、
薬
師
如
来
の

胎
内
銘
の
発
見
に

よ
り
、
長
福
寺
の

名
称
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
の
寺
跡

長福寺跡薬師堂（ちょうふくじあとやくしどう）　宇土市指定史跡

そ
の
昔
、
熊
襲
征
伐
の
た
め
に
景
行
天

皇
が
九
州
に
来
ら
れ
た
と
き
、
網
田
の
干

潟
の
美
し
さ
に
感
嘆
し
、
御
輿
を
と
め
て

風
景
に
見
入
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
帯
を

御
輿
来
海
岸
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

網
田
地
区
に
は
他
に
も
景
行
天
皇
伝
説

に
ま
つ
わ
る
地
名
が
残
っ
て
お
り
、「
引
の

花
（
ひ
き
の
は
な
）」
は
、
道
の
両
側
で
た

く
さ
ん
の
蛙
が
鼻
を
な
ら
べ
て
天
皇
の
一

行
を
歓
迎
し
た
こ
と
か
ら
、「
笠
瓜
（
か
さ

う
り
）」
は
、
山
仕
事
を
し
て
い
た
娘
が
笠

に
瓜
を
の
せ
て
天
皇
に
差
し
出
し
た
こ
と

か
ら
つ
い
た
地
名
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る

第
12
代
天
皇
で
垂
仁
天
皇
の
第
三
皇
子
、

日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

の
父
。
在
位
は
71
年
〜
１
３
０
年
と
さ
れ

ま
す
。

地
名
に
ま
つ
わ
る
伝
説

景行（けいこう）天皇伝説

長福寺跡景行天皇寛政の津波供養碑赤瀬オハツキイチョウ
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〈動物・植物関連〉
　●自然林（ミミズバイ̶スダジイ群集）
　●宇城鳥獣保護区
〈公　園　関　連〉
　●宇土公園　●御野立公園　●五色山公園　●立岡自然公園　●雁回山憩いの森　●雁回山遊歩道
〈史　　　　　跡〉
　□１ 明治天皇御野立所跡　□２ 境目西原遺跡　□３ 寺尾勝信の墓　□４ 向野田古墳　□５ 曽畑貝塚
　□６ 晩免古墳　□７ 立岡公園一帯　□８ 楢崎古墳　□９ 安国寺跡　□１０ 如来寺遺跡

立岡自然公園
県下桜の名所としても名高く，シーズンは
県下から多くの花見客で賑わいます。立
岡池が130,336㎡，花園池が91,438
㎡にも及びます。 立岡池は慶長16年
（1611年）加藤清正の築造といわれ，
一方花園池は幕末の安政２年（1855
年）に造られたといわれます。

〈動物・植物関連〉
　●栗崎の天神楠［県指定天然記念物］　●しだれ桜［市指定天然記念物］
　●水源地の一本杉［熊本県選定ふるさと熊本の樹木］（台風で倒木）
〈自　然　環　境〉
　●轟水源［環境省・熊本県選定名水百選，環境省選定自然景観資源］
　●毘沙門堂池［熊本県選定名水百選］
〈公　園　関　連〉
　●つつじヶ丘農村公園　●つつじヶ丘自然公園　●轟泉自然公園　●九州自然歩道
〈史　　　　　跡〉
　□１ 泰雲寺跡　□２ 細川家墓地　□３ 轟水源地及び樋管　□４ 堀内氏善の墓　□５ 轟（宮庄）貝塚
　□６ 遊目台　□７ スリバチ山古墳　□８ 迫ノ上古墳　□９ 名和行直の墓　□１０ 山川青山の墓
　□１１ 不知火諾右衛門の墓　□１２ 宇土城跡（西岡台）　□１３ 椿原古墳

つつじヶ丘自然公園
市街地から西へ約2km離れた標高70m
の小高丘で，頂上一帯が自然公園となっ
ています。数種類の天然つつじが自生
し，シーズン（4月～5月）には色とりどり
の花を咲かせます。又，桜も多く花見等
には特に賑わいます。

轟地区　＜参考資料＞
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〈自　然　環　境〉
　●千体仏の水［熊本県選定名水百選］
　　　　九州最大規模のヨシ原
〈史　　　　　跡〉
　□１ 梅崎古墳　□２ 尾上横穴群　□３ 千体仏　□４ 天神山古墳　□５仮又古墳

鶴の恩返し
昔話として有名な，「鶴の恩返し」の伝説が残る地域
が宇土にもあるのをご存じでしょうか。
昔，轟に住んでいた夫婦のもとに美しい娘（助けた鶴
の化身）がやってきて，３粒で釜一杯のご飯が炊ける
不思議な米と，いくら織っても糸が絶えない不思議な
糸巻きを差し出し，養女になります。しかし，噂を聞き
つけた国司が娘を差し出せと要求したことから，娘は
鶴の姿に戻って飛んでいってしまうというお話です。
その鶴が消えたといわれるあたりは鶴見塚と呼ばれ，
千部経を埋めた塚が残っています。

浜戸川のヨシ原
緑川河口部と併せて、九州最大規模の
ヨシ原。
水質の浄化に寄与するとともに、干潟と
併せて底生生物や鳥類などの生息地と
なっています。

〈自　然　環　境〉
　　　　　九州最大規模のヨシ原

走潟地区　＜参考資料＞緑川地区　＜参考資料＞
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〈地形・地質関連〉
　●ふとん岩［環境省選定すぐれた自然］
〈動物・植物関連〉
　●赤瀬オハツキイチョウ［市指定天然記念物］
〈自　然　環　境〉
　●御輿来海岸［市指定名勝、環境省選定自然景観資源及び日本渚百景、熊本県指定郷土修景美化地域］
　●ふとん岩［環境省選定自然景観資源］　●三角大矢野海辺県立自然公園
〈公　園　関　連〉
　●御輿来海岸自然公園　●網田海岸公園　●九州自然歩道
〈史　　　　　跡〉
　□１ 小松古墳　□２ ヤンボシ塚古墳　□３ 網田城古墳群　□４ 寛政の津波供養塔　□５ 網田焼窯跡
　□６ 長福寺（薬師堂）跡

宇土マリーナ
道の駅宇土マリーナは，漁師水揚げの
新鮮な魚が自慢の物産館です。農家の
朝採れ野菜・果樹・花・加工品など四
季折々の農産物や海産物を多く取りそろ
えており，工芸品なども販売しています。
クルージングも楽しめるヨットハーバーも
隣接。

〈動物・植物関連〉
　●住吉神社のスダジイ林［環境省指定特定植物群落（自然林）］
　●歳の神の楠［市指定天然記念物］　●牧神社の銀杏［市指定天然記念物］
〈自　然　環　境〉
　●白鹿神社の水［熊本県選定名水百選］　●三角大矢野海辺県立自然公園
〈公　園　関　連〉
　●住吉海岸公園　●住吉自然公園　●甲岩自然公園　●九州自然歩道
〈史　　　　　跡〉
　□１ 住吉公園　□２ 小部田横穴墓群

甲岩（かぶといわ）自然公園
加藤清正がかんがい用に造ったと伝えら
れる通称「七曲堤」一帯です。
春には桜，秋にはコスモスが咲き，冬は
野鳥の飛来地として知られています。

網津地区　＜参考資料＞網田地区　＜参考資料＞
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今
か
ら
お
よ
そ
３
４
０
年
ほ
ど
昔
の
江
戸
時
代
、
第
４
代
将
軍

徳
川
家
綱
公
の
こ
ろ
の
お
話
で
す
。

そ
の
こ
ろ
宇
土
を
治
め
て
い
た
の
は
、
細
川
行
孝（
ほ
そ
か
わ

ゆ
き
た
か
）公
と
い
う
殿
様
で
し
た
。

当
時
、
宇
土
の
町
の
飲
み
水
は
塩
分
が
多
く
、
水
の
質
が
大
変

悪
か
っ
た
の
で
、
飲
み
水
と
し
て
使
用
で
き
る
井
戸
も
な
く
、

人
々
は
と
て
も
困
っ
て
い
ま
し
た
。

行
孝
公
は
、
こ
の
こ
と
を
大
変
心
配
し
、
町
の
人
々
が
お
い
し

い
水
を
飲
め
る
よ
う
に
す
る
良
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
考
え

ま
し
た
。

宇
土
の
南
西
部
に
は
白
山
と
い
う
山
が
あ
り
、
そ
の
ふ
も
と
に
、

た
く
さ
ん
の
水
が
湧
き
出
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
場
所
は
、
轟
水
源（
と
ど
ろ
き
す
い
げ
ん
）と
呼
ば
れ
、
村

人
の
憩（
い
こ
）い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
水
源
地
の
開
発
に
と
り
か
か
り
、
ま
ず
、
武
士
た
ち

の
家
々
に
飲
料
水
と
し
て
水
道
を
引
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

水
源
か
ら
水
道
管
を
つ
な
ぎ
、
地
中
に
埋
め
込
む
工
事
を
行
っ

た
村
人
た
ち
は
、
や
ぶ
で
覆（
お
お
）わ
れ
た
土
地
を
開
墾（
か

い
こ
ん
）す
る
の
に
一
苦
労
で
し
た
。
暑
い
日
も
寒
い
日
も
休

む
こ
と
な
く
、
雨
の
日
に
は
蓑（
み
の
）を
ま
と
っ
て
工
事
に
精

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
孝
公
は
、
水
道
を
作
っ
て
こ
の
美
し
い
水
を
約
３
キ
ロ
離
れ

た
宇
土
の
町
ま
で
引
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
家
老
に
命
じ

て
調
べ
さ
せ
ま
し
た
。

当
時
は
土
木
工
事
の
技
術
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
今
の
よ
う
に
便

利
な
機
械
も
な
か
っ
た
の
で
、
大
変
難
し
い
工
事
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
飲
み
水
に
困
っ
て
い
る
人
々
の
苦
労
を
思
う

と
、
じ
っ
と
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

水
道
管
に
は
松
橋
焼
と
呼
ば
れ
る
焼
き
物
の
土
管
を
使
い
ま
し

た
。土
管
は
直
径
が
20
セ
ン
チ
、長
さ
が
43
セ
ン
チ
の
丸
い
筒
で
、

全
部
で
１
万
２
千
本
も
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
土
地
の
高
い
と

こ
ろ
は
掘
り
下
げ
、
低
い
と
こ
ろ
に
は
土
を
盛
っ
て
塘（
と
も
）

を
つ
く
り
、
土
管
を
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
塘
は
、
水
道

塘（
す
い
ど
う
と
も
）と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
道
は
約
４
カ
月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。
武
家
屋
敷

に
は
そ
れ
ぞ
れ
井
戸
が
作
ら
れ
、
水
道
管
か
ら
水
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

町
の
人
々
の
た
め
に
は
、
共
同
井
戸
が
作
ら
れ
、
誰
で
も
手
軽

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
武
士
も
町
人
も
こ
の
水
道

の
お
陰
で
、
冷
た
く
き
れ
い
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
大
変
喜
び
ま
し
た
。

興
文
公
は
土
管
に
代
わ
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
、
網
津
町
の

馬
門（
ま
か
ど
）と
い
う
と
こ
ろ
で
採
れ
る
、
ピ
ン
ク
色
の
石
に

目
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
石
は
馬
門
石（
ま
か
ど
い
し
）と
呼
ば

れ
、
大
昔
か
ら
大
王
の
棺
や
、
神
社
の
鳥
居
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
き
た
石
で
し
た
。
く
り
ぬ
き
や
す
く
、
土
管
よ
り
も
は
る
か

に
丈
夫
な
す
ぐ
れ
た
石
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
水
道
も
１
０
０
年
ほ
ど
経
つ
と
、
土
管
が
傷
ん

で
水
が
漏
れ
た
り
、
濁
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

第
５
代
藩
主
の
細
川
興
文（
ほ
そ
か
わ
お
き
の
り
）公
は
、
こ
の

様
子
を
知
り
、
改
修
工
事
を
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
石
工
た
ち
は
、
馬
門

石
を
約
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
、
長
さ
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

長
方
形
に
削
り
、
溝
を
彫
っ
て
、
管
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

管
の
上
に
は
、
同
じ
馬
門
石
の
ふ
た
が
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。
管

と
管
は
、
ガ
ン
ゼ
キ
と
呼
ば
れ
る
接
着
剤
を
使
っ
て
つ
な
ぎ
合

わ
せ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
ン
ゼ
キ
は
、
水
の
中
で
も
固
ま
る
と
い

う
特
殊
な
性
質
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
水
道
に
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
凝（
こ
）ら
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
管
の
あ

ち
こ
ち
に
、
石
で
で
き
た
、
桝（
ま
す
）と
呼
ば
れ
る
貯
水
槽
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
桝
と
桝
の
間
で
管
が
壊
れ
た
と
き
の
発
見
や
修
理
が
し
や

す
く
な
り
、桝
に
た
ま
っ
た
水
は
、消
火
用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
水
量
を
調
節
す
る
た
め
の
落
ち
口
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

落
ち
口
か
ら
流
れ
出
た
水
は
、
田
畑
に
水
を
引
き
、
土
地
を
潤
す
た
め
の
灌

漑
用
水（
か
ん
が
い
よ
う
す
い
）と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
道
は
轟
泉
水
道（
ご
う
せ
ん
す
い
ど
う
）と
呼
ば
れ
、
以
来
ず
っ
と
宇

土
の
町
を
潤
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
も
宇
土
の
１
０
０
戸
ほ
ど

の
家
で
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
轟
泉
水
道
は
、
現
在
、
日
本

で
使
わ
れ
て
い
る
上
水
道
の
中
で
は
最
も
古
い
水
道
で
す
。

轟
水
源
は
、
近
年
日
本
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
、
宇
土
市
内
外
か
ら
毎
日
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
水
を
汲
み
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
人
々
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
修
工
事
は
西
暦
１
７
６
９
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
轟
水

源
地（
と
ど
ろ
き
す
い
げ
ん
ち
）の
わ
き
に
は
、再
修
轟
泉
碑（
さ

い
し
ゅ
う
ご
う
せ
ん
ひ
）が
建
て
ら
れ
、
こ
の
一
大
改
修
工
事

の
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
永
遠
に
こ
の
水

源
に
水
音
が
と
ど
ろ
き
、
勢
い
よ
く
流
れ
続
け
る
さ
ま
を
見
守

り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 轟泉水道
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む
か
し
む
か
し
、
宇
土
の
城
下
町
に
、
そ
れ
は
そ
れ
は
た
い
へ

ん
親
孝
行
の
娘
が
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
か
ら
４
０
０
年
ぐ

ら
い
前
の
こ
と
で
、
宇
土
の
城
の
お
殿
様
は
、
名
和
伯
耆
守
顕

孝（
な
わ
ほ
う
き
の
か
み
あ
き
た
か
）と
い
う
人
で
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
お
殿
様
は
自
分
の
領
地
を
自
分
の
目
で

確
か
め
た
い
と
、
一
人
で
城
を
抜
け
出
し
て
、
あ
ち
こ
ち
を
見

て
歩
き
ま
し
た
。

領
地
を
見
て
ま
わ
る
途
中
で
お
な
か
が
減
り
、
町
は
ず
れ
の
茶

屋
に
入
り
ま
し
た
。

お
殿
様
は
、
娘
の
す
す
め
る
お
茶
を
飲
み
、
箱
に
並
べ
ら
れ
た

小
さ
な
か
わ
い
い
餅（
も
ち
）を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
娘
、
そ
れ
を
く
れ
。」と
い
い
、
一
口
食
べ
ま
し
た
。

ま
る
く
て
白
い
、
そ
し
て
小
さ
い
け
れ
ど
、
と
っ
て
も
お
い
し

い
餅
で
し
た
。

こ
の
餅
は
、
娘
の
お
静
と
そ
の
母
が
毎
日
作
る
手
作
り
の
餅
で

し
た
。

お
静
は
、
お
殿
様
の
顔
な
ど
知
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、
お
殿
様
の
袖（
そ
で
）を
ひ
っ
ぱ
り

「
お
客
さ
ん
、
お
代
を
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま
す
。」

お
殿
様
は
、
は
っ
と
思
い
ま
し
た
。

ふ
と
こ
ろ
を
探
り
ま
し
た
が
、
一
分（
い
ち
ぶ
）の
金
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

お
殿
様
は
、「
う
ま
か
っ
た
。」と
言
っ
て
金
を
払
わ
ず
さ
っ
さ

と
茶
屋
を
出
て
行
こ
う
と
し
ま
し
た
。

い
つ
も
は
家
来
衆
を
連
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
で
金
を
払
う

こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

う
っ
か
り
店
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
殿
様
は
、
自
分
が
着
て
い
る
羽
織
の
小
袖（
こ
そ
で
）を
切
っ

て
娘
に
渡
し
、

「
こ
れ
を
も
っ
て
お
城
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
と
き
お
代

を
取
ら
す
。」

と
言
っ
て
、
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
静
は
あ
の
時
う
っ
か
り
し
て
名
前
を
聞
く
こ
と
を
忘
れ
て
い

ま
し
た
が
、

「
こ
の
紋
ど
こ
ろ
は
城
主
、
お
殿
様
の
も
の
だ
。」

「
ご
無
礼
な
こ
と
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
済
ま
ん
ぞ
。」

「
娘
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
お
母
さ
ん
の
命
も
危
な
い
ぞ
。」

「
こ
ら
、
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
。」

と
町
中
が
大
騒
ぎ
と
な
り
、
お
静
は
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
殿
様
が
、

「
感
心
な
娘
よ
、
お
ま
え
の
親
孝
行
に
免
じ
て
、
褒
美（
ほ
う
び
）

を
と
ら
せ
よ
う
。」

と
言
い
、
帰
り
に
は
お
代
と
た
く
さ
ん
の
褒
美
を
も
ら
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
お
静
と
そ
の
母
が
作
る
小
さ
な
餅
は
宇
土
の
名
物

と
な
り
、
今
で
は
小
袖
餅（
こ
そ
で
も
ち
）と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

お
静
は
小
袖
を
も
っ
て
お
城
に
出
か
け
、

「
知
ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
、
お
殿
様
へ
の
ご
無
礼
、
せ
め
て
、

お
母
さ
ん
の
命
だ
け
は
助
け
て
く
だ
さ
い
。」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。

孝行娘
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19
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21

22

23

24

25

26

27

28

35

37

宇土市歴史年表

小西行長

船場橋・天草四郎・門内界隈

陣屋跡・温知館跡・張り子・地蔵まつり

宇土城跡（西岡台）・宗福寺跡・宇土城跡（城山）

栗崎の天神樟・不知火諾右衛門・轟貝塚・椿原古墳　

轟泉自然公園
（轟水源・轟泉水道・資料館・細川家墓地）　

雨乞い大太鼓・椿原太鼓・宇土御獅子舞　　

如来寺・如来坐像・晩免古墳

境目遺跡・曽畑貝塚・楢崎古墳　　

向野田古墳・山王さんまつり

マルメロ場・渡し跡・嘉永新川・粟嶋神社　

千体仏・天神山古墳・仮又古墳

住吉自然公園
（風流島・住吉灯台・ドゥルー碑・紫陽花コンサート）

小部田横穴墓群・伊津野の板碑・あじさいの湯
長部田海床路・網津の里山　

馬門石

大王のひつぎ・彫刻シンポジウム

網津川眼鏡橋群・白鹿神社・歳の神の楠・牧神社

御輿来海岸・網田駅・網田神社

網田焼の里・中園邸・網田焼窯跡

城二号墳・田平城跡・ヤンボシ塚古墳・網田ネーブル

長福寺跡・景行天皇・寛政の津波供養碑
赤瀬オハツキイチョウ　

参考資料（平成１６年度制作）
宇土・轟・花園・走潟・緑川・網津・網田

紙芝居「轟泉水道物語」

紙芝居「孝行娘」
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宇土市教育委員会文化課　TEL.0964－23－0156
〒869-0433　熊本県宇土市新小路町95

宇土市観光物産協会ホームページ　http://city-uto.com/

宇土市観光物産協会　TEL.0964－22－1111㈹
〒869-0492　熊本県宇土市浦田町51（宇土市商工観光課内）

宇土市ホームページ　http://www.city.uto.kumamoto.jp

歴
史
・
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光

宇土市観光情報サイト

宇土市観光物産協会
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